
は
じ
め
に

東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
に
戦
前
の
教
授
平
泉
澄
氏
（
以
下
、
物
故
者

の
敬
称
は
略
す
）
に
ま
つ
わ
る
資
料
群
「
平
泉
澄
氏
文
書
」
が
保
管
さ
れ
て
い（
１
）
た

（
以
下
、「
平
泉
文
書
」
と
略
す
）。
そ
れ
ら
は
大
半
が
書
籍
類
で
、
そ
の
ほ
か
若

干
の
写
真
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
書
簡
・
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
・
カ
ー
ド
・
原
稿
な
ど

を
含
ん
で
い
た
。
平
成
十
三
年
の
冬
と
記
憶
す
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て

調
査
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
筆
者
の
怠
慢
と
時
間
的
制
約
の
た
め
、
か
な
ら

ず
し
も
十
分
な
調
査
を
成
し
え
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告

す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
資
料
群
の
う
ち
確
実
に
平
泉
澄
に
関
係
の
あ

る
も
の
は
、
そ
の
後
、
ご
遺
族
の
も
と
に
返
却
さ
れ
た
由
で
あ
る
。

一

「
平
泉
文
書
」
の
分
類

「
平
泉
文
書
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
資
料
群
は
、
じ
つ
は
す
べ
て
が
平
泉

澄
に
関
係
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
（
詳
細
は
付
表
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
ま

ず
、
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
と
、
戦
後
の
旧
制
大
学
院
の
学
生
レ
ポ
ー
ト
・
旧

制
学
部
生
の
提
出
ノ
ー
ト
な
ど
、
戦
後
の
資
料
が
混
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

敗
戦
と
と
も
に
東
大
を
去
っ
た
平
泉
と
は
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
は
「
平
泉
文
書
」
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
戦
前
の
資
料
で
も
、
す
べ
て
が
平
泉
関
係
の
資
料
ば
か
り
と
は
い
え

な
い
。
こ
れ
ら
を
、
書
籍
と
書
籍
以
外
の
資
料
に
大
別
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
分

類
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

�

書
籍

Ａ

平
泉
文
書
Ａ
類
。
平
泉
自
身
の
署
名
、
平
泉
へ
の
献
辞
が
記
さ
れ
て
い
た

り
し
て
、
平
泉
澄
の
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
。
一
括
し

て
「
平
」
の
札
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
先
に
平
泉
と
は
か
か

わ
り
が
な
い
と
し
た
「
旧
制
大
学
院
の
学
生
レ
ポ
ー
ト
」
も
同
様
の
札
が
付

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
の
み
を
判
定
の
基
準
と
は
し
が
た
い
が
、
一
応
矛

東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
旧
保
管

「
平
泉
澄
氏
文
書
」
に
つ
い
て

若

井

敏

明

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
九
号

二
〇
〇
五
年
三
月
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整
理
番
号

地
名

参
考
資
料
写
真
目
録
の
番
号
と
内
容
記
載

５１
―
２

忠
州
一

９

高
麗
時
代
初
期
弘
法
大
禅
師
墓
塔
及
新
羅
時
代
ノ
鉄
仏

１８
―
６

亀
浦
一

２
３
６

亀
浦
甘
筒
浦
ノ
古
城
址

１８
―
２

金
海
五

２
４
１

倭
城
ヨ
リ
哥
谷
山
城
ヲ
望
ム

１８
―
１

舩
津
一

２
７
７

新
寨
城
ノ
遠
望

１８
―
１２

舩
津
三

２
７
９

新
寨
城
附
近
ノ
遠
景

１８
―
９

河
東
一

２
８
２

蟾
津
江
ノ
河
口

１８
―
１４

河
東
一
七

２
９
８

岳
陽
面
ノ
山
城
址
城
門
附
近
ノ
一
部

１８
―
３

順
天
一

３
０
１

倭
城
ノ
遠
望

１８
―
１１

順
天
二

３
０
２

同
三
ノ
丸
ノ
遺
址

１８
―
１３

順
天
四

３
０
４

同
城
壁
ノ
一
部

１８
―
３

順
天
五

３
０
５

城
壁
ノ
一
部

盾
点
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
平
泉
澄
旧
蔵
本
に
準
じ
て
考
え
て
こ
こ
に

含
め
る
。
さ
ら
に
平
泉
が
編
著
者
と
な
っ
た
書
籍
に
つ
い
て
も
Ａ
類
に
含
め

て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ｂ

平
泉
文
書
Ｂ
類
。
戦
前
の
刊
行
物
で
蔵
書
印
な
ど
が
な
く
、
そ
の
所
蔵
関

係
が
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
平
泉
澄
の
旧
蔵
本
で
あ
る
明

証
に
は
欠
け
る
が
、
そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
、
一
応
、
平
泉
旧

蔵
本
に
準
じ
て
扱
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

Ｃ

国
史
研
究
室
等
所
蔵
本
。
戦
前
の
出
版
物
の
う
ち
、
蔵
書
印
な
ど
に
よ
っ

て
戦
前
の
国
史
研
究
室
や
史
学
会
、
学
生
文
庫
の
所
蔵
と
判
明
す
る
も
の
。

戦
前
の
国
史
研
究
室
や
史
学
会
を
事
実
上
平
泉
が
主
宰
し
て
い
た
と
い
う
点

か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
平
泉
と
は
無
関
係
と
も
い
え
な
い
が
平
泉

（
２
）

澄
の
旧
蔵
品
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�

書
籍
以
外
の
資
料

Ａ

原
稿

『
楽
翁
公
伝
』
と
大
日
本
文
庫
本
『
続
日
本
紀
』
の
原
稿
。

Ｂ

平
泉
が
指
導
し
た
学
生
の
文
集

『
史
園
』
第
一
輯
（
上
）
と
『
修
学
旅

行
記
』
四
部
。

Ｃ

史
料
集

『
菊
池
勤
王
史
』
執
筆
の
た
め
の
『
菊
池
勤
王
史
料
』。

Ｄ

カ
ー
ド

『
建
武
中
興
忠
臣
調
』。

Ｅ

写
真

Ｆ

大
正
年
間
の
専
科
生
の
卒
業
論
文
。

Ｇ

そ
の
他

平
泉
へ
の
書
簡
、
一
般
人
の
原
稿
な
ど

こ
の
う
ち
、
Ｆ
は
平
泉
と
直
接
か
か
わ
り
は
な
い
。
ま
た
Ｅ
の
写
真
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
写
真
の
裏
面
に
記
さ
れ
た
地
名
と
番
号
は
、
左
表
の
よ
う
に
、
ほ

と
ん
ど
、
大
正
四
年
次
の
調
査
に
関
す
る
黒
板
勝
美
『
朝
鮮
史
蹟
遺
物
調
査
復
命

書
』
所
載
「
参
考
資
料
写
真
目
録
」（
黒
板
勝
美
先
生
誕
生
百
年
記
念
会
編
『
黒

板
勝
美
先
生
遺
文
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
に
合
致
す
る
。

ま
た
整
理
番
号
１８
―
４
「
忠
州
郡
庁
庭
内
安
置

海
天
寺
弘
法
大
禅
師
実
相
塔

塩
田
禎
介
氏
寄
贈
」
も
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
整
理
番
号
１８
―

７
、
８
、
１０
、
１５
に
関
し
て
は
、
７
、
８
に
「
黄
海
道
凰
山
郡
砂
里
院
古
墳
発
見

帯
方
太
守
張
撫
夷
磚
」
と
あ
る
の
で
、
黄
海
道
方
面
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
大

正
五
年
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
写
真
類
は
黒
板
勝
美
の
朝
鮮
調
査
旅

行
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
�
「
書
籍
以
外
の
資
料
」
の
う
ち
、
平

泉
関
係
の
も
の
は
、
Ａ
〜
Ｄ
と
Ｇ
に
限
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
平
泉
文
書
」
に
は
平
泉
澄
と
は
無
関
係
な
も
の
も
混
入
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
以
下
、
多
少
と
も
平
泉
と
は
か
か
わ
り
を

も
つ
と
思
わ
れ
る
戦
前
の
資
料
に
つ
い
て
、
若
干
の
観
察
結
果
を
報
告
し
た
い
。
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二

「
平
泉
文
書
」
の
観
察

�

書
籍

こ
の
な
か
で
平
泉
澄
と
の
関
係
が
明
瞭
な
の
は
、
平
泉
澄
の
旧
蔵
本
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
Ａ
類
で
あ
る
。
平
泉
文
書
Ａ
類
の
書
籍
に
は
、
平
泉
の
所
蔵
本
、

平
泉
へ
の
寄
贈
本
、「
平
」
の
札
を
付
け
て
保
管
さ
れ
て
い
た
書
籍
、
さ
ら
に
教

科
書
や
平
泉
が
編
著
者
と
な
っ
た
書
籍
の
残
部
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
う
ち
、
平
泉
の
所
蔵
本
は
岡
村
金
太
郎
『
往
来
物
分
類
目
録
』
で
あ
る
。

平
泉
は
『
中
世
に
於
け
る
社
寺
と
社
会
と
の
関
係
』
に
於
い
て
往
来
物
を
素
材
と

し
て
中
世
の
教
育
を
論
じ
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
岡
村
理
学
博
士
が
「
上
代
よ
り

最
近
世
に
亘
つ
て
一
千
二
三
百
種
の
往
来
物
を
集
め
、
近
年
そ
の
研
究
の
一
端
を

「
世
界
小
学
教
育
」
の
一
篇
と
し
て
発
表
せ
ら
れ
た
」
と
述
べ
（
二
六
三
頁
）、

『
往
来
物
分
類
目
録
』
の
書
名
も
挙
が
っ
て
い
る
の
で
（
二
七
〇
頁
）、
本
目
録
は

そ
の
時
の
参
考
文
献
の
ひ
と
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、『
往
来
物

分
類
目
録
』
の
発
行
年
月
日
は
大
正
十
一
年
十
一
月
十
二
日
で
あ
る
。『
中
世
に

於
け
る
社
寺
と
社
会
と
の
関
係
』
巻
頭
の
「
発
刊
の
辞
」
に
よ
れ
ば
、「
大
正
十

一
年
六
月
一
日
起
稿
し
、
四
箇
月
に
し
て
功
を
終
へ
」
た
が
、「
往
来
物
の
中
に

は
其
後
新
に
発
見
研
究
す
る
所
あ
つ
た
が
故
に
之
を
加
へ
入
れ
る
事
に
し
た
」
と

あ
る
の
で
、
こ
の
目
録
は
平
泉
が
往
来
物
を
「
新
に
発
見
研
究
す
る
」
際
に
利
用

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
「
平
」
の
札
を
付
け
て
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、『
田
口
卯

吉
全
集
』
と
『
世
界
之
東
郷
元
帥
』（
邦
文
と
英
文
）、『
公
家
鑑
』
と
『
雲
上
明

鑑
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
の
所
蔵
経
路
な
ど
は
不
明
だ
が
、『
田
口
卯
吉
全

集
』
に
つ
い
て
は
、
黒
板
勝
美
が
編
輯
・
解
説
し
た
第
一
巻
「
史
論
及
史
伝
」
は

「
印
刷
に
際
し
て
は
全
体
に
渉
つ
て
平
泉
澄
氏
の
厳
密
な
る
校
訂
を
経
た
」（
第
一

巻
「
例
言
」）
由
な
の
で
、
そ
の
縁
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、『
江
都
納
言
願
文
集
』、『
後
法
興
院
記
』、『
大
橋
訥
庵
先
生
全
集
』

な
ど
、
平
泉
が
編
著
者
と
な
っ
た
書
籍
が
あ
る
。
寺
田
剛
『
校
訂

闢
邪
小
言
』

も
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。『
校
訂

闢
邪
小
言
』
の
一
冊
に

は
、
本
文
に
平
泉
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
て
、
演
習
で
の
教
科
書
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
奥
付
に
「
以
印
刷
代
謄
写
／
昭
和
九
年
秋
／
青
々
」
と
あ
る
『
柳
子
新
論
』

は
、
青
々
塾
で
使
用
し
て
い
た
教
材
で
あ
ろ
う
。
彼
は
昭
和
十
年
一
月
か
ら
三
月
、

お
よ
び
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
集
中
的
に
『
柳
子
新
論
』
の
講
義
を
お
こ

（
３
）

な
っ
て
お
り
、
昭
和
九
年
秋
に
印
刷
さ
れ
た
こ
の
本
が
使
用
さ
れ
た
と
み
て
矛
盾

し
な
い
。
な
お
、『
校
訂

闢
邪
小
言
』
を
用
い
た
演
習
に
つ
い
て
は
、
節
を
あ

ら
た
め
て
述
べ
た
い
。

つ
ぎ
に
平
泉
へ
の
寄
贈
本
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
寄
贈
先
を
明
記
し
て

い
な
い
本
に
つ
い
て
は
Ｂ
類
に
含
め
た
。
Ｂ
類
は
す
べ
て
が
平
泉
関
係
の
も
の
と

は
断
定
で
き
ず
、
寄
贈
本
も
平
泉
へ
の
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
平
泉

以
外
の
教
官
へ
の
寄
贈
本
が
な
い
点
か
ら
み
て
も
、
宛
て
先
を
明
記
し
な
い
寄
贈

本
も
平
泉
へ
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
い
ま
、
Ａ
類
・
Ｂ
類
を
通
じ
て

の
寄
贈
本
と
寄
贈
者
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
○
は
Ｂ
類
）。

２４

寺
子
屋
の
意
義
・
語
史
及
び
起

石
川
謙
（
著
者
）

大
正
十
五
年

源
に
つ
い
て

１

塩
竈
神
社
史
料

山
下
三
次
（
宮
司
）

昭
和
三
年

○
５０

弘
前
藩
小
史
と
贈
位
者
考

森
林
助
（
著
者
）

四
年

７

箱
根
神
社
大
系
・
上

小
林
健
三

五
年

○
５３

昭
和
六
年
の
国
史
学
界

七
年

８

吉
野
朝
時
代
に
於
け
る
讃
岐
の

長
町
與
彦

八
年
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こ
れ
だ
け
の
資
料
か
ら
は
何
程
の
こ
と
も
い
え
な
い
が
、
平
泉
が
黒
板
勝
美
の

跡
を
襲
っ
て
教
授
に
就
任
し
た
昭
和
十
年
か
ら
寄
贈
が
増
え
て
い
る
傾
向
は
指
摘

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
た
ま
た
ま
研
究
室
に
残
っ

た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
蔵
書
や
彼
へ
の
寄
贈
本
の
全
て
で
は
勿
論
な
い
。
ま
た

『
後
法
興
院
記
』
上
下
巻
の
包
み
に
「
や
け
て
か
ま
は
ぬ
も
の

平
泉
」
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
研
究
室
に
置
い
て
い
た
書
物
は
平
泉
に

と
っ
て
重
要
度
が
低
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
Ｂ
類
の
書
籍
に
つ
い
て
は
、
寄
贈
の
旨
が
記
さ
れ
た
書
籍
以
外
も
多
く

は
寄
贈
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
弁
別
は
容
易
で

は
な
い
。
ま
た
、
Ｂ
類
の
書
籍
す
べ
て
が
平
泉
関
係
と
は
い
え
な
い
こ
と
も
先
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
大
正
十
、
十
一
年
の
史
蹟
名
勝
天
然
記

念
物
調
査
関
係
の
書
類
は
、
そ
の
な
か
に
「
黒
板
所
蔵
」
の
印
を
押
し
た
も
の
が

あ
る
よ
う
に
、
黒
板
勝
美
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
黒
板
は
昭
和
十
年
ま
で
東
大
に

在
職
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
黒
板
関
係
で
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
ろ
う
。

�

書
籍
以
外
の
資
料

こ
こ
で
平
泉
と
の
関
係
が
確
実
な
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
Ａ
〜
Ｄ
及
び

Ｇ
の
項
目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
Ａ
の
『
楽
翁
公
伝
』
の
原
稿
に
つ
い
て
は
後
に
述

べ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
Ｂ
の
学
生
文
集
は
、『
史
園
』
と
『
修
学
旅
行
記
』
が
あ
る
。『
史
園
』
は

昭
和
二
年
に
作
成
さ
れ
た
学
生
の
文
集
で
、「
平
泉
文
書
」
中
に
残
さ
れ
て
い
る

の
は
第
一
輯
上
で
あ
る
。「
東
海
乗
春
開
史
園
／
瓊
枝
秀
葉
列
翠
繁
／
応
期
霜
露

十
年
後
／
喬
樹
蒼
々
成
鬱
林
」
と
い
う
平
泉
の
序
文
を
付
し
、「
昭
和
第
二
龍
集

丁
卯
／
大
簇
上
澣
／
平
泉

澄
（
花
押
）」
と
い
う
年
紀
と
署
名
が
あ
る
。
目
次

に
は
、「
真
言
宗
発
展
と
常
陸
」（
市
村
其
三
郎
）、「
女
人
政
治
管
見
」（
江
木
謙

蔵
）、「
楽
市
管
見
」（
小
野
均
）、「
八
戸
藩
に
行
は
る
打
毬
に
つ
き
て
・
福
昌
寺

所
蔵
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（
高
橋
重
五
郎
）、「
近
世
史
開
拓
者
と
し
て
の
織

田
信
長
の
歴
史
的
意
義
」（
小
林
健
三
）、「
短
編
小
説
二
篇
」（
及
川
健
助
）、「
吉

田
松
陰
の
対
外
論
」（
岡
田
実
）、「
甲
賀
武
士
の
研
究
」（
田
山
信
郎
）、「
中
世
の

市
に
就
き
て
」（
大
久
保
利
謙
）、「
日
本
古
代
に
於
け
る
女
子
君
長
制
度
」（
井
手

一
馬
）
の
諸
編
の
名
が
並
ん
で
い
る
が
、
上
巻
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
岡
田
実
の

一
大
勤
王
事
蹟

２２

沿
道
ノ
史
蹟

池
田
俊
彦

十
年

○
６３

楠
公
余
薫

佐
賀
楠
公
会

十
年

○
６５

小
野
梓
伝

坂
本
喜
治
馬

十
年

２５

奥
羽
に
於
け
る
交
通
の
発
達

大
島
延
次
郎（
著
者
）

十
一
年

○
７６

水
戸
藩
に
於
け
る
水
府
流
の
沿

革

荷
見
守
文
（
著
者
）

十
一
年

○
８０

枕
書
堂
遺
草

矢
島
堅
蔵

十
一
年

２６

日
支
交
通
と
船
舶
国
籍
證

森
克
己
（
著
者
）

十
三
年

○
８９

本
尊
美
翁
追
憶
録

刊
行
会

十
三
年

○
９１

神
武
天
皇
御
東
征
と
熊
野

太
地
五
郎
作

十
四
年

○
１１９

愛
日

六
巻
六
号

十
四
年

○
１３５

昭
和
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
告

朝
鮮
古
蹟
研
究
会

十
五
年

○
９７

越
中
順
逆
年
表

十
六
年

○
９８

攷
事
撮
要

京
城
帝
国
大
学

十
六
年

１３

伽
具
土
之
研
究

川
口
興
道
（
著
者
）

十
七
年

１４

神
代
帝
都
考

末
松
偕
一
郎

十
七
年

○
１０４

五
雄
藩
皇
国
精
神
講
義

十
七
年

１５

大
国
主
命

山
本
三
郎
（
著
者
）

十
九
年
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作
品
ま
で
で
、
残
り
は
下
巻
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
論
文
を
寄
せ

て
い
る
学
生
は
一
九
二
五
年
入
学
組
で
、
昭
和
元
年
十
二
月
に
書
か
れ
た
作
品
が

多
い
の
で
、
二
年
生
の
冬
季
休
暇
の
課
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
多
く
が
翌
年

昭
和
三
年
に
卒
業
す
る
が
、
そ
の
卒
業
論
文
の
題
目
の
う
ち
、
井
手
一
馬
「
日
本

原
始
古
代
に
於
け
る
女
人
政
治
」、
小
野
均
「
近
世
城
下
町
の
研
究
」、
田
山
信
郎

「
中
世
に
於
け
る
武
士
の
共
和
的
団
結
」
な
ど
は
、
こ
こ
で
の
研
究
を
発
展
さ
せ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
江
木
（
秋
山
）
謙
蔵
も
琉
球
を
題
材
と
し
て
い
る
点
で

は
、
卒
論
の
「
中
世
に
於
け
る
琉
球
の
国
際
的
地
位
」
に
繋
が
る
面
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。
一
九
二
五
年
入
学
組
の
学
生
は
、
平
泉
が
自
宅
で
講
読
会
を
開
く
な
ど

（
４
）

熱
心
に
指
導
し
、
学
生
も
平
泉
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
文
集

は
初
期
の
平
泉
の
学
生
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
で
あ
る
。

現
存
の
『
史
園
』
に
第
一
輯
と
あ
る
の
で
、
こ
の
学
生
文
集
は
毎
年
作
製
す
る

予
定
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
お
こ
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
判

然
と
し
な
い
。
た
だ
、
学
生
の
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
製
本
し
て
保
存
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
水
戸
修
学
旅
行
に
際
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
水
戸
の
修
学
旅
行
は

昭
和
七
年
か
ら
毎
年
秋
に
一
年
生
を
率
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、「
是
等
の
地

を
踏
み
、
是
等
の
人
に
触
れ
る
事
こ
そ
、
国
史
を
理
解
し
て
そ
の
神
髄
を
会
得
す

る
上
に
、
最
も
有
効
で
あ（
５
）
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
平
泉
が
力
を
い
れ
た
も
の
で
、

水
戸
学
や
北
畠
親
房
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
の
が
主
行
程
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
歴
史
の
実
地
に
学
ぶ
と
い
う
性
格
と
と
も
に
、
欧
米
か
ら
帰
国
し
た
あ
と
に

平
泉
が
展
開
し
た
学
内
で
の
学
生
教
化
活
動
の
一
環
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

『
史
学
雑
誌
』
４３
―
１２
に
載
っ
た
昭
和
七
年
度
の
「
修
学
旅
行
記
」
に
「
今
回

の
旅
行
の
学
究
的
成
果
は
、
国
史
研
究
室
に
残
す
べ
き
分
担
執
筆
報
告
書
一
部
の

内
に
結
晶
す
る
筈
で
あ
り
」
と
み
え
る
か
ら
、
当
初
か
ら
旅
行
に
関
す
る
学
生
報

告
書
の
作
製
が
企
図
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
現
在
「
平
泉
文
書
」
に
は
、
昭
和
十

三
年
度
か
ら
十
六
年
ま
で
の
『
修
学
旅
行
記
』
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
研
究
室

に
は
修
学
旅
行
の
記
録
が
別
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
な
か

に
そ
の
前
後
の
も
の
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、「
平
泉
文
書
」
中
の

昭
和
十
三
年
度
か
ら
十
六
年
ま
で
の
『
修
学
旅
行
記
』
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
卒
業
論
文
へ
と
発
展
し
た
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
二

年
生
が
自
由
に
題
材
を
選
ん
で
作
製
し
た
『
史
園
』
所
載
の
論
文
と
は
違
っ
て
、

『
修
学
旅
行
記
』
の
報
告
は
一
年
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
あ
く
ま
で
旅
行
に
題
材

を
取
っ
た
一
時
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
以
上
の
『
史
園
』
と

『
修
学
旅
行
記
』
は
、
平
泉
の
学
生
指
導
の
実
際
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な
資
料

と
い
え
よ
う
。

Ａ
の
『
続
日
本
紀
』
の
書
き
下
し
の
原
稿
は
、
大
日
本
文
庫
の
原
稿
用
紙
に
書

か
れ
た
も
の
で
、
本
文
庫
の
原
稿
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
大
日
本
文

庫
本
『
続
日
本
紀
』
は
、
上
巻
が
昭
和
十
三
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
下
巻
は

刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。「
平
泉
文
書
」
に
残
る
原
稿
は
後
半
の
巻
二
十
か

ら
四
十
ま
で
の
も
の
で
、
本
文
と
簡
単
な
頭
注
を
付
し
、
一
部
に
訂
正
の
筆
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
上
巻
の
解
題
で
平
泉
は
平
田
俊
春
を
煩
わ
し
て
読
み
を
つ
け
た

こ
と
と
、
喜
田
新
六
・
宮
田
俊
彦
が
協
力
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
お
そ
ら
く
、
下

巻
の
原
稿
も
平
田
ら
が
訓
読
し
た
も
の
に
平
泉
が
訂
正
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
日
本
文
庫
は
、
昭
和
九
年
に
春
陽
堂
が
創
業
六
十
周
年
を
記
念
し
て
企
画
し

た
シ
リ
ー
ズ
で
、
国
体
篇
・
神
道
篇
・
儒
教
篇
・
仏
教
篇
・
勤
王
篇
・
武
士
道
篇

・
心
学
篇
・
芸
道
篇
・
国
史
篇
・
地
誌
篇
・
文
学
篇
の
計
百
冊
を
刊
行
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
平
泉
は
そ
の
国
史
篇
を
担
当
し
、『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』・

『
日
本
後
紀
』・『
続
日
本
後
紀
・
文
徳
実
録
』・『
三
代
実
録
』・『
大
鏡
・
増
鏡
』・

『
吾
妻
鏡
』・『
神
皇
正
統
紀
・
愚
管
抄
』・『
大
日
本
史
』・『
読
史
余
論
』・『
藩
翰
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譜
』
を
校
訂
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、『
続
日
本
紀
』
以
外
に
、

『
日
本
書
紀
』（
昭
和
九
年
）、『
神
皇
正
統
紀
・
愚
管
抄
』（
十
年
）、『
日
本
外

史
』（
十
一
、
十
三
年
）、『
大
鏡
・
増
鏡
』（
十
一
年
）、『
大
日
本
史
』（
十
二
年
、

一
巻
の
み
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
校
訂

に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
は
内
海
秀
夫
・
久
保
田
収
、『
日
本
外
史
』
は
金
子

得
之
助
、『
大
鏡
・
増
鏡
』
は
平
田
俊
春
、『
大
日
本
史
』
は
鳥
巣
通
明
・
中
川
秀

幸
氏
の
協
力
を
得
た
（
各
巻
解
題
）。『
神
皇
正
統
紀
・
愚
管
抄
』
は
協
力
者
の
名

が
な
い
の
で
自
ら
校
訂
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
日
本
文
庫
版
の

『
続
日
本
紀
』
は
上
巻
の
み
で
断
絶
し
た
故
か
、
そ
の
後
の
研
究
で
あ
ま
り
言
及

さ
れ
な
い
。『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
も
最
新
の
小
学
館
版
『
日
本
書
紀
』
に
校

訂
本
・
テ
キ
ス
ト
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
大
日
本
文
庫
そ
の
も
の
が

忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
平
泉
は
東
大
に
職
を
得
て
か
ら
一
貫
し
て
『
吾
妻
鏡
』
の
演
習
を
お

こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
『
後
法
興
院
記
』（
昭
和
二
、
三
年
）、『
神
皇

正
統
紀
』（
七
、
十
、
十
二
年
）、『
愚
管
抄
』（
八
年
）、『
三
鏡
』（
九
年
）
の
演

習
・
研
究
も
お
こ
な
っ
て
い
る
（
十
三
年
か
ら
日
本
思
想
史
を
兼
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
か
ら
は
国
史
の
演
習
は
『
吾
妻
鏡
』
の
み
）。
大
日
本
文
庫
の
校
訂
に
そ

れ
ら
の
成
果
が
生
か
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
演
習
の
内
容
が
未
詳
な
の
で
な
ん

と
も
い
え
な
い
。

Ｃ
の
『
菊
池
勤
王
史
料
』
は
、
原
稿
用
紙
を
製
本
し
た
、
菊
池
氏
歴
代
の
個
人

別
、
二
十
五
冊
に
わ
た
る
史
料
集
で
あ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
平
泉
は
史
料
を
採
用

し
て
代
表
作
の
ひ
と
つ
『
菊
池
勤
王
史
』
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。『
菊
池
勤
王

史
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
は
し
が
き
」
に
、
昭
和
十
三
年
二
月
一
日
に
着
手
し
、

三
年
の
歳
月
を
経
て
、
十
五
年
秋
に
筆
を
執
り
、
十
二
月
二
十
九
日
に
脱
稿
し
た

と
い
う
。
そ
こ
に
は
「
常
に
予
を
助
け
て
、
史
料
の
広
汎
な
る
蒐
集
、
綿
密
な
る

整
理
に
当
ら
れ
た
る
平
田
俊
春
、
松
本
純
郎
、
佐
々
木
望
、
高
木
成
助
、
関
敦
、

名
越
時
正
、
藤
村
禅
、
村
尾
次
郎
、
原
正
等
の
諸
学
士
」
と
み
え
る
の
で
、『
菊

池
勤
王
史
料
』
は
彼
ら
に
よ
っ
て
蒐
集
・
整
理
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
平
泉
が
『
菊
池
勤
王
史
』
に
採
用
し
た
史
料
は
、
こ
の
『
菊
池
勤
王

史
料
』
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
平
泉
自
身
が
『
菊
池
勤
王
史
』
の
中
で
、「
其
の

詳
密
は
更
に
後
日
を
待
つ
事
と
し
て
、
一
先
づ
概
要
を
発
表
す
べ
し
と
し
」
と
か

「
た
だ
概
略
の
記
述
に
止
ま
り
、
考
證
も
猶
不
十
分
で
あ
っ
て
、
詳
密
は
之
を
将

来
に
譲
る
の
外
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
史
料
集
を
踏
ま
え
た
詳

密
な
る
研
究
は
、
つ
い
に
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ｄ
の
カ
ー
ド
は
、『
太
平
記
』
や
『
大
日
本
史
料
』
な
ど
か
ら
事
蹟
を
抜
き
書

き
し
た
人
名
カ
ー
ド
で
、
三
つ
の
箱
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
添
付
さ
れ
た
表
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は
『
建
武
中
興
忠
臣
調
』
と
題
さ
れ
、
内
訳
は
、
本
カ
ー
ド
五
六
五

枚
、
整
理
分
一
〇
二
四
枚
、
除
去
分
四
一
五
枚
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
除
去
分
と
は
、

贈
位
の
あ
っ
た
者
（
一
一
九
枚
）、
重
複
し
た
者
（
一
〇
九
枚
）、
姓
名
不
明
（
九

一
枚
）、「
賊
軍
」
に
入
っ
た
者
（
九
六
枚
）
の
計
四
一
五
枚
で
、
姓
名
訓
方
不
明

の
者
一
〇
枚
が
未
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
に
、
こ
の
調
査
は
「
忠

臣
」
の
う
ち
未
贈
位
の
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

た
だ
、
本
カ
ー
ド
と
整
理
分
に
重
複
し
た
も
の
は
な
い
の
で
、
除
去
さ
れ
た
者
以

外
の
「
忠
臣
」
を
さ
ら
に
二
分
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
違
い
が
筆
者
に
は

ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、

「
御
贈
位
ア
リ
シ
列
名
」
六
六
名
を
列
挙
し
た
カ
ー
ド
に
付
さ
れ
て
い
た
凡
例
に

「
昭
和
十
年
十
二
月
」
と
い
う
日
付
が
み
え
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
は
調
査
が
す

す
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
建
武
中
興
六
百
年
を
迎
え
た
時
期
で
あ
り
、

贈
位
の
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
原
稿
、
史
料
集
、

カ
ー
ド
類
は
、
平
泉
の
実
証
的
な
研
究
方
法
を
検
討
す
る
た
め
に
、
重
要
な
資
料
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と
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
Ｇ
と
し
て
、
�
「
小
楠
公
の
研
究
」（
一
）
と
題
し
た
原
稿
（
四
十
三

枚
）
と
、
�
平
泉
宛
の
書
簡
が
あ
る
。
�
の
原
稿
は
、
著
者
が
山
本
三
千
雄
（
京

都
市
右
京
区
西
院
巽
町
三
六
）
で
、
受
領
を
示
す
印
か
ら
み
て
、
大
学
な
い
し
平

泉
宛
に
昭
和
十
四
年
五
月
に
送
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
�
の
書
簡
は
、
福

岡
市
荒
戸
町
二
五

木
下
瀬
太
郎
の
も
の
で
、
著
作
呈
上
の
挨
拶
状
と
思
わ
れ
る
。

両
者
と
も
詳
し
い
事
情
に
つ
い
て
は
未
だ
わ
か
ら
な
い
。

以
上
、「
平
泉
文
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
観
察
し
た
。
は
じ
め
に
述
べ

た
よ
う
に
、
史
料
の
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
本
格
的
な
研
究
は
成
し
え
な
か
っ

た
が
、『
楽
翁
公
伝
』
の
成
立
と
『
校
訂

闢
邪
小
言
』
の
演
習
に
つ
い
て
は
、

節
を
あ
ら
た
め
て
も
う
す
こ
し
詳
し
く
論
じ
た
い
。

三

『
楽
翁
公
伝
』
の
成
立
過
程

「
平
泉
文
書
」
の
な
か
に
『
楽
翁
公
伝
』
の
原
稿
が
あ
る
。『
楽
翁
公
伝
』
は
複

雑
な
成
立
過
程
を
経
て
、
渋
沢
栄
一
著
と
し
て
出
版
さ
れ
た
書
物
だ
が
、
こ
の
草

稿
の
検
討
か
ら
、
そ
の
成
立
過
程
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

以
下
い
さ
さ
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

『
楽
翁
公
伝
』
の
原
稿
は
左
表
の
よ
う
に
綴
り
が
十
五
冊
残
っ
て
い
る
。

『
楽
翁
公
伝
』
は
昭
和
十
二
年
に
渋
沢
栄
一
を
著
者
と
し
て
岩
波
書
店
か
ら
出

版
さ
れ
た
が
、
そ
の
複
雑
な
成
立
過
程
は
、
昭
和
六
年
に
口
述
筆
記
さ
れ
た
渋
沢

の
自
序
に
よ
れ
ば
、
大
略
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、「
数
年
前
」
に
渋
沢

が
楽
翁
公
の
伝
記
編
纂
を
松
平
子
爵
に
諮
り
、
了
解
を
え
た
の
で
三
上
参
次
に
懇

談
し
た
ら
、
三
上
は
公
の
伝
記
を
著
そ
う
と
し
て
資
料
を
蒐
集
し
「
稿
本
を
作
製

し
て
」
い
た
が
、
明
治
天
皇
紀
撰
述
に
従
事
し
て
い
る
た
め
か
な
わ
ず
、「
蒐
集

し
た
資
料
と
稿
本
と
を
挙
げ
て
提
供
す
る
故
、
他
に
適
当
な
る
学
者
を
選
ん
で
」

編
纂
せ
し
む
る
こ
と
と
し
、
平
泉
に
そ
れ
を
託
し
た
。
一
通
り
草
稿
は
出
来
た
が
、

平
泉
の
欧
州
留
学
の
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
中
村
孝
也
に
委
託
、
中
村
が
修
訂
し
、

さ
ら
に
三
上
が
校
閲
、
渋
沢
も
熟
読
し
て
、
松
平
稲
吉
に
も
精
読
を
請
い
、
そ
の

注
意
を
受
け
て
訂
正
し
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
「
三
上
博
士
が

資
料
と
第
一
稿
本
と
を
提
供
し
て
、
平
泉
博
士
こ
れ
を
編
纂
し
、
中
村
博
士
の
修

綴
の
番
号

章
名

表
紙

現
行
『
楽
翁
公
伝
』
章
立
て

楽
翁
公
伝
一

緒
論
、
第
一
章
生
立
と
教
養

な
し

緒
言
、
第
一
章
生
立
と
教
養

楽
翁
公
伝
二

第
二
章
白
河
松
平
家
を
継
ぐ

な
し

第
二
章
松
平
家
相
続

第
三
章
白
河
藩
治

な
し

第
三
章
白
河
藩
治

楽
翁
公
伝
四

公
の
入
閣

な
し

第
四
章
執
政
補
佐

楽
翁
公
伝
五

公
の
態
度

な
し

第
五
章
施
政
の
方
針

楽
翁
公
伝
六

民
政

あ
り

第
六
章
財
政

楽
翁
公
伝
七

財
政

あ
り

第
七
章
財
政
整
理

楽
翁
公
伝
八

風
紀
の
粛
正

あ
り

第
八
章
風
紀
の
粛
正

九

楽
翁
公
の
学
政

な
し

第
九
章
学
政

十

公
の
尊
王

あ
り

第
十
章
尊
王

十
一

公
の
外
交

な
し

第
十
一
章
外
交

十
二

公
の
退
職

あ
り

第
十
二
章
退
職

第
十
四
章
白
河
藩
治
（
再
び
）

あ
り

第
十
三
章
白
河
藩
治（
再
び
）

第
十
五
章
文
芸

あ
り

第
十
四
章
文
芸

※
１

十
五

第
十
五
章
卒
去

※
２

あ
り

第
十
五
章
卒
去

※
１
「
初
稿
」
と
あ
り
。
※
２

も
と
第
十
四
章
、「
四
」
を
消
し
て
十
五
章
と
す
る
。
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訂
」
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
自
序
の
奥
に
あ
る
渋
沢
敬
三
の
文
に
よ
れ
ば
、

中
村
の
修
訂
し
た
稿
本
が
渋
沢
栄
一
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
の
は
昭
和
六
年
の

七
、
八
月
の
交
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
平
泉
自
選
の
『
寒
林
年
譜
』
に
は
、

「
大
正
十
四
年
九
月
十
六
日
初
め
て
渋
沢
青
淵
子
爵
に
あ
ひ
、
そ
の
委
嘱
に
よ
り

楽
翁
公
伝
編
纂
に
着
手
す
」
と
み
え
る
。

い
ま
「
平
泉
文
書
」
に
残
っ
て
い
る
原
稿
は
、
そ
の
う
ち
の
平
泉
が
編
纂
し
た

草
稿
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
と
現
行
の
『
楽
翁
公
伝
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
草
稿

は
口
語
体
で
記
さ
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
現
行
本
は
文
語
調
で
あ
っ
て
、
ま

ず
そ
の
文
体
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
草
稿
で
は
冒
頭
部
分
に
「
楽
翁

公
」
の
伝
記
と
題
し
た
理
由
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
現
行
本
に
は
な
く
、
そ
れ

以
外
で
も
草
稿
に
は
な
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
史
料
引
用
も
多
く
は
草

稿
を
踏
ま
え
て
お
り
、
お
お
む
ね
草
稿
の
口
語
体
を
文
語
調
に
改
め
た
の
が
現
行

本
だ
と
は
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、「
平
泉
文
書
」
に
残
っ
て
い
る
草
稿
は
、
十
五
冊
す
べ
て
が
同
じ

時
期
の
も
の
で
、
一
括
し
て
「
自
序
」
に
い
う
一
通
り
出
来
た
草
稿
と
み
な
せ
る

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
若
干
問
題
が
あ
る
。

現
行
『
楽
翁
公
伝
』
は
、
緒
言
と
第
一
章
か
ら
第
十
五
章
ま
で
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
一
見
草
稿
の
緒
論
と
十
五
の
章
に
対
応
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ

が
、
現
行
本
で
は
第
十
三
章
と
第
十
四
章
に
相
当
す
る
「
白
河
藩
治
（
再
び
）」

と
「
文
芸
」
を
お
の
お
の
第
十
四
章
と
第
十
五
章
と
題
し
て
い
る
の
は
た
ん
な
る

ミ
ス
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
「
第
十
五
章
卒
去
」
に
つ
い
て
も
第
十
四
章
の
四

を
五
と
訂
正
し
て
い
る
の
は
意
味
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
白
河
藩
治

（
再
び
）」
と
「
文
芸
」
を
お
の
お
の
第
十
四
章
と
第
十
五
章
と
す
れ
ば
、「
卒

去
」
を
第
十
五
章
な
い
し
第
十
四
章
と
す
る
の
は
重
複
す
る
こ
と
と
な
り
、
不
自

然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
白
河
藩
治
（
再
び
）」
と
「
文
芸
」
の
原

稿
と
「
卒
去
」
の
原
稿
は
、
一
括
し
て
扱
え
な
い
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

よ
う
。
そ
し
て
「
卒
去
」
の
原
稿
に
「
初
稿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、「
平
泉
文
書
」
に
残
っ
て
い
る
草
稿
に
は
じ
つ
は
新
旧
の
別
が
あ
り
、

「
卒
去
」
は
そ
の
う
ち
の
旧
、
す
な
わ
ち
初
稿
で
あ
り
、「
白
河
藩
治
（
再
び
）」

と
「
文
芸
」
は
そ
れ
よ
り
新
し
い
段
階
の
原
稿
つ
ま
り
第
二
稿
で
は
な
か
ろ
う
か
。

章
が
食
い
違
う
の
は
、
そ
の
間
に
章
立
て
に
変
更
が
な
さ
れ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ

る
。そ

の
よ
う
に
想
定
し
て
、
こ
の
草
稿
群
を
み
れ
ば
、
他
に
も
新
旧
の
別
が
う
か

が
え
る
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
公
の
入
閣
」
の
原
稿
の
三

十
八
〜
四
十
頁
の
元
原
稿
に
相
当
す
る
原
稿
が
ａ
と
ｂ
と
記
さ
れ
て
二
枚
残
っ
て

お
り
、「
公
の
入
閣
」
の
綴
り
は
す
く
な
く
と
も
第
二
稿
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
公
の
入
閣
」
の
元
原
稿
ａ
・
ｂ
と
「
卒
去
」
は

旧
い
草
稿
（
初
稿
）
で
あ
り
、
他
は
新
し
い
原
稿
（
第
二
稿
）
で
あ
る
可
能
性
が

出
て
き
た
の
で
あ
る
。

で
は
、「
卒
去
」
の
章
が
第
十
四
章
を
十
五
章
と
訂
正
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
鍵
は
、
平
泉
が
三
上
参
次
の
稿
本
と
資
料
に
基
づ
い
て

『
楽
翁
公
伝
』
を
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
三
上
の
稿
本
の
構
成
を

推
測
さ
せ
る
の
が
、
第
三
章
の
草
稿
二
十
一
頁
に
付
さ
れ
て
い
る
「（
原
著
第
三

章
「
藩
主
と
し
て
の
定
信
」
は
老
中
辞
職
後
の
事
な
り
。
あ
と
へ
廻
す
べ
し
）」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
原
著
」
と
は
三
上
の
稿
本
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
本
来
そ
れ
に
は
第
三
章
に
老
中
辞
職
後
の
白
河
藩
主
と
し
て
の
定
信
の

事
蹟
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
平
泉
は
そ
れ
を
あ
と
に
廻
し
て
、
新
た
に

「
白
河
藩
治
（
再
び
）」
の
章
を
立
て
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
上
の
稿

本
は
平
泉
の
草
稿
よ
り
も
一
章
分
少
な
く
て
全
十
四
章
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
卒
去
」
の
章
が
は
じ
め
第
十
四
章
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
三
上
稿
本
に
従
っ
た
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か
ら
で
、
の
ち
に
「
白
河
藩
治
（
再
び
）」
の
章
を
立
て
た
時
に
表
題
を
第
十
五

章
に
訂
正
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
と
す
れ
ば
、
表
題
を
か
え
た
だ
け
で

初
稿
を
そ
の
ま
ま
第
二
稿
と
し
て
使
用
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
）。

三
上
稿
本
の
内
容
を
推
測
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
事
例
が

一
つ
だ
け
あ
る
。
平
泉
の
草
稿
の
第
一
綴
に
定
信
の
絵
画
に
つ
い
て
「
今
日
、
松

平
家
に
残
っ
て
ゐ
る
の
は
、
関
羽
と
鉄
拐
、
蘇
武
の
三
幅
で
あ
る
が
、
関
羽
の
如

き
は
長
六
尺
、
幅
四
尺
余
の
大
幅
に
繊
密
な
る
色
彩
を
施
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、

見
事
な
大
作
で
あ
る
」
と
述
べ
、
欄
外
に
「
写
真
を
入
れ
た
し
」
と
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
別
筆
で
「
こ
の
画
は
な
し
。
画
と
し
て
は
、
子
爵
家

に
（
１
）
花
鳥
の
図
（
史
学
雑
誌
）（
２
）
寒
山
拾
得
、
山
桃
、
日
蓮
等
あ
り
。

（
１
）
か
（
２
）
よ
ろ
し
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
て
、
実
際
は
関
羽

（
６
）

・
鉄
拐
・
蘇
武
の
三
幅
は
現
存
し
て
い
な
い
ら
し
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
泉
が

見
て
き
た
よ
う
な
記
述
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
文
章
が
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も

の
で
は
な
く
、
既
成
の
原
稿
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
記
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

そ
の
元
原
稿
こ
そ
三
上
稿
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
僅
か
一
例
し
か
な
い
が
、

こ
こ
か
ら
三
上
の
稿
本
が
か
な
り
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
と
す
れ
ば
、
三
上
稿
本
と
平
泉
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

弁
別
す
る
こ
と
は
、
こ
の
原
稿
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
平
泉
の
原
稿
に
は
、「
ノ
ー
ト
に
八
月
下
旬
と
あ
り
き
」（
第
二
章
、
四

頁
）
や
「
江
都
聞
見
集
（
ノ
ー
ト
に
江
戸
見
学
録
と
あ
る
は
即
ち
こ
れ
か
）」（
四

綴
、
二
十
頁
）、「
コ
ノ
処
ノ
ー
ト
妙
ナ
リ
」（
七
綴
、
二
頁
）
な
ど
、
ノ
ー
ト
と

い
う
語
句
が
見
え
、
執
筆
に
際
し
て
ノ
ー
ト
を
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

ノ
ー
ト
と
三
上
稿
本
と
の
関
係
が
問
題
だ
が
、
三
上
が
平
泉
に
託
し
た
の
が
「
資

料
と
稿
本
」
の
二
種
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
資
料
に
相
当
す
る
の
が

ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
平
泉
の
希
望
に
対
し
て
別
筆
で
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く

三
上
で
あ
ろ
う
。
平
泉
は
三
上
の
稿
本
と
ノ
ー
ト
に
し
た
が
っ
て
原
稿
を
作
成
し
、

そ
れ
に
疑
問
点
や
私
見
、
希
望
を
書
き
込
ん
で
三
上
に
渡
し
、
三
上
は
そ
れ
を
閲

覧
し
て
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、『
楽
翁
公
伝
』
執
筆
に
平
泉

と
三
上
と
の
共
同
作
業
と
い
う
性
格
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
初
稿
以
外
の
第
二
稿
に
も
さ
ら
に
新
旧
の
別
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
現
存
の
草
稿
で
は
現
行
本
が
第
十
三
章
と
し
て
い
る
「
白
河
藩
治
（
再

び
）」
を
第
十
四
章
に
、
第
十
四
章
と
し
て
い
る
「
文
芸
」
を
第
十
五
章
に
し
て

お
り
、
一
章
ず
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
に
一
章
余
分
に
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
草
稿
は
表
題
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
現
行
本
と
対
応
関
係
に
あ
る
も

の
ば
か
り
で
、
余
分
な
章
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
疑
問
を
と
く
の
が
、
草
稿
群

の
な
か
に
混
じ
っ
て
残
さ
れ
て
い
た
平
泉
自
筆
の
メ
モ
で
あ
る
。
執
筆
年
次
は
不

明
だ
が
、『
楽
翁
公
伝
』
成
立
に
つ
い
て
重
要
な
史
料
と
思
わ
れ
る
の
で
左
に
掲

げ
る
。（

一
）
原
稿
進
捗
の
経
過
報
告

第
一
章
よ
り
第
十
三
章
ま
で
完
成
、
す
べ
て
四
百
二
枚
。
残
り
は
第

十
四
章
（
再
び
白
河
藩
治
）、
第
十
五
章
文
芸
、
第
十
六
章
卒
去
。

以
上
併
せ
て
五
六
十
枚
の
見
込
。

（
二
）
日
光
調
査
の
報
告

（
三
）
日
光
行
に
つ
い
て
助
手
一
名
〔
臨
時
の
も
の
〕（
カ
ッ
コ
内
割
注
、
引

用
者
）
旅
費
請
求
の
件
（
こ
の
項
目
全
部
抹
消
、
引
用
者
）

（
四
）
写
真
撮
影
の
事

（
五
）
桑
名
探
訪
の
事

こ
の
メ
モ
か
ら
、『
楽
翁
公
伝
』
の
原
稿
は
ま
ず
第
十
三
章
ま
で
完
成
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
で
残
り
を
「
第
十
四
章
（
再
び
白
河
藩
治
）、
第
十
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五
章
文
芸
、
第
十
六
章
卒
去
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
さ
き
ほ
ど
み
た
現
行
本
と

一
章
づ
つ
ず
れ
た
表
題
と
合
致
す
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
が
、
す
で
に

完
成
し
た
原
稿
を
「
第
一
章
よ
り
第
十
三
章
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現

行
本
で
は
冒
頭
に
く
る
の
は
緒
言
で
、
残
っ
て
い
る
草
稿
に
も
緒
論
と
あ
る
が
、

こ
の
メ
モ
で
は
第
一
章
が
冒
頭
に
あ
た
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
平
泉
は
あ
る

時
点
で
緒
論
を
第
一
章
に
改
め
、
全
部
で
十
六
章
の
章
立
て
と
し
た
の
で
あ
る
。

現
存
し
て
い
る
「
第
十
四
章
白
河
藩
治
（
再
び
）」
と
「
第
十
五
章
文
芸
」
は
、

後
で
述
べ
る
よ
う
に
完
成
度
が
高
く
、
第
十
三
章
ま
で
の
完
成
の
あ
と
書
き
継
が

れ
た
原
稿
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
こ
の
メ
モ
で
は
、「
白
河
藩
治
（
再
び
）」
の
前
の
章
ま
で
は
完
成
し
た

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
現
存
草
稿
が
緒
論
と
第
一
章
を
分
け
て
い
る
こ
と

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
先
に
み
た
新
し
い
原
稿
の
な
か
で
も
、「
緒
論
」
〜
「
公

の
退
職
」
と
「
第
十
四
章
白
河
藩
治
（
再
び
）」・「
第
十
五
章
文
芸
」
は
分
け
て

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
第
十
四
章
と
第
十
五
章
は
、
他
の
原
稿
と
比
べ

て
イ
ン
ク
や
ペ
ー
ジ
番
号
の
記
載
場
所
も
違
っ
て
お
り
、
訂
正
・
書
き
込
み
も
あ

ま
り
な
く
、
筆
跡
も
別
人
の
よ
う
で
、
わ
ず
か
な
書
き
入
れ
が
平
泉
の
筆
跡
と
思

わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
平
泉
の
草
案
を
誰
か
が
清
書
し
、
さ
ら
に
平
泉
が
訂
正
を

加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
存
の
『
楽
翁
公
伝
』
の
草
稿
に
は
つ
ぎ
の
三
種
が

混
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

�
初
稿

「
公
の
入
閣
」
の
元
原
稿
ａ
・
ｂ
と
「
第
十
五
章
卒
去
」

�
第
二
稿

「
緒
論
」
か
ら
「
公
の
退
職
」
ま
で

�
第
三
稿

「
第
十
四
章
白
河
藩
治
（
再
び
）」
と
「
第
十
五
章
文
芸
」

こ
こ
か
ら
『
楽
翁
公
伝
』
の
編
纂
過
程
が
幾
分
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
全
十
四
章
か
ら
な
る
三
上
の
稿
本
に
し
た
が
っ
て
初
稿
が
書
か
れ
、
つ
い

で
新
た
に
「
白
河
藩
治
（
再
び
）」
を
独
立
さ
せ
た
第
二
稿
が
作
成
さ
れ
（
そ
の

時
「
第
十
四
章
卒
去
」
が
第
十
五
章
に
改
め
ら
れ
た
ら
し
い
）、
三
上
の
指
示
を

仰
い
だ
。
そ
の
後
「
緒
論
」
を
第
一
章
と
改
め
て
第
三
稿
が
執
筆
さ
れ
、
十
三
章

（
７
）

ま
で
完
成
し
て
提
出
さ
れ
た

（
現
存
の
メ
モ
は
そ
の
時
の
も
の
）。
つ
い
で
執
筆

さ
れ
た
「
第
十
四
章
白
河
藩
治
（
再
び
）」
と
「
第
十
五
章
文
芸
」
は
若
干
の
訂

正
が
あ
る
た
め
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

以
上
、「
平
泉
文
書
」
に
残
る
『
楽
翁
公
伝
』
草
稿
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察

を
お
こ
な
っ
た
。
草
稿
に
三
種
あ
る
と
し
て
、
な
ぜ
各
章
一
種
づ
つ
し
か
残
っ
て

い
な
い
の
か
、
検
討
す
べ
き
問
題
は
残
っ
て
い
る
。『
楽
翁
公
伝
』
編
纂
の
実
際

に
つ
い
て
は
、
本
草
稿
だ
け
で
論
じ
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
場
所
、

た
と
え
ば
三
上
参
次
や
中
村
孝
也
、
渋
沢
栄
一
ら
の
旧
蔵
品
の
な
か
に
関
係
す
る

資
料
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
後
の
探
究
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

稿
で
は
一
応
、「
平
泉
文
書
」
に
残
る
『
楽
翁
公
伝
』
草
稿
か
ら
得
ら
れ
た
仮
説

を
提
示
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

四

『
校
訂

闢
邪
小
言
』
の
演
習

昭
和
六
年
の
欧
米
か
ら
の
帰
国
後
、
平
泉
澄
が
学
内
の
講
義
・
演
習
で
国
粋
主

義
的
思
想
を
鼓
吹
し
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
一
部
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
に
語
ら
れ
る
だ
け
で
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か

（
８
）

に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
な
か
で
、「
平
泉
文
書
」
に
残
さ
れ
て
い
る
平
泉
の
手

沢
本
『
校
訂

闢
邪
小
言
』（
昭
和
十
三
年
八
月
四
日
発
行
）
は
、
そ
の
書
き
込

み
か
ら
み
て
演
習
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
の
演
習
内
容
を
考

え
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

『
闢
邪
小
言
』
は
幕
末
の
攘
夷
論
者
大
橋
訥
庵
（
一
八
一
六
〜
六
二
）
の
著
作
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で
あ
る
。
校
訂
者
の
寺
田
剛
は
、
昭
和
八
年
に
東
大
文
学
部
東
洋
史
学
科
に
入
学
、

十
一
年
に
卒
業
し
て
神
道
研
究
室
副
手
（
の
ち
助
手
）
と
な
り
、
十
四
年
か
ら
満

州
建
国
大
学
に
赴
任
し
た
平
泉
門
下
生
で
、
昭
和
十
一
年
に
『
大
橋
訥
庵
先
生

伝
』
を
刊
行
。
そ
の
時
に
蒐
集
し
た
著
作
・
遺
文
を
編
纂
し
て
、
十
三
年
に
『
大

橋
訥
庵
先
生
全
集
』
上
巻
を
刊
行
し
た
。
同
書
の
「
刊
行
の
由
来
」
に
よ
れ
ば
、

平
泉
が
訥
庵
の
遺
稿
出
版
を
企
図
し
、
寺
田
は
「
命
を
奉
じ
て
（
略
）
編
纂
に

従
」
い
、
宇
都
宮
の
菊
池
次
郎
の
援
助
を
得
て
出
版
に
至
っ
た
と
い
う
。「
闢
邪

小
言
」
は
そ
の
全
集
上
巻
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、『
校
訂

闢
邪
小
言
』
は
そ
れ

を
単
独
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
集
は
そ
の
後
、
寺
田
の
満
州
赴
任
も
あ
っ

た
が
、
中
巻
を
十
四
年
、
下
巻
を
十
八
年
に
刊
行
し
て
完
結
し
た
。

平
泉
が
「
闢
邪
小
言
」
を
用
い
て
日
本
思
想
史
の
演
習
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ

（
９
）

と
は
、
昭
和
十
七
年
十
月
入
学
の
斎
藤
正
一
や
田
中
卓
氏
が
述
べ
て
い
る
が
、
そ

の
テ
キ
ス
ト
が
『
校
訂

闢
邪
小
言
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
度
か
ら

平
泉
は
東
大
文
学
部
で
日
本
思
想
史
講
座
も
担
当
し
て
、
講
義
と
演
習
を
お
こ
な

う
よ
う
に
な
っ
た
。「
闢
邪
小
言
」
を
収
め
た
『
大
橋
訥
庵
先
生
全
集
』
上
巻
は

そ
の
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
同
時
に
そ
の
な
か
か
ら
「
闢
邪
小
言
」

を
別
に
刊
行
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
演
習
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
使
用
を
も
考
え
て

の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
同
書
の
書
き
込
み
か
ら
平
泉
の
日
本
思
想
史
演
習
に
つ
い
て
若
干
検
討

し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
四
ペ
ー
ジ
六
行
目
上
欄
外
に
「
昭
和
十
三
、
十
、
二
十
講

了
」、
五
ペ
ー
ジ
六
行
目
下
欄
外
に
「
十
四
、
十
、
十
二
」、
八
ペ
ー
ジ
九
行
目
下

に
「
昭
和
十
八
、
三
月
十
八
日
」、
十
六
ペ
ー
ジ
十
三
行
目
下
に
「
昭
和
十
五
年

十
二
月

こ
こ
に
終
る
」、
二
十
五
ペ
ー
ジ
十
四
行
目
下
に
「
１３
年
終
」
と
い
う

書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
演
習
の
進
度
を
示
す
も
の
で
、
平
泉
が
こ
の
本
を

用
い
た
演
習
を
、
昭
和
十
三
年
度
後
半
、
十
四
年
度
後
半
、
十
五
年
度
後
半
に
お

こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
十
六
年
と
十
七
年
の
書
き
込
み
が
な
い
が
、
十

六
年
度
に
つ
い
て
は
、
一
学
年
は
『
初
山
踏
』
か
ら
『
闢
邪
小
言
』
の
演
習
で

（
�
）

（
�
）

あ
っ
た
ら
し
い
。
十
七
年
の
演
習
も
『
初
山
踏
』
が
使
わ
れ
た
が
、
そ
の
年
は
九

月
に
卒
業
が
繰
り
上
が
り
十
月
に
新
入
生
が
入
学
し
て
一
学
年
は
半
年
で
終
わ
っ

た
か
ら
、『
闢
邪
小
言
』
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
つ
い
で
十
七

年
十
月
入
学
の
田
中
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
度
の
前
半
は
『
初
山
踏
』、
後
半
が

（
�
）

『
闢
邪
小
言
』
で
、
十
八
年
七
月
一
日
で
終
わ
っ
た
と
い
う
。
本
書
に
あ
る
昭
和

十
八
年
三
月
十
八
日
の
書
き
込
み
は
そ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
八
年
十
月
の

入
学
生
は
、
本
書
に
「
昭
和
十
八
年
十
月
入
学
学
生
連
名
簿
」
が
挟
ん
で
あ
っ
た

の
で
、
本
書
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
演
習
を
受
け
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
年
十
二
月
の

学
徒
出
陣
で
在
学
期
間
は
実
質
二
ヵ
月
し
か
な
く
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
昭
和
十
七
年
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
日
本
思
想

史
の
演
習
は
例
年
、
前
半
は
『
初
山
踏
』、
後
半
は
『
闢
邪
小
言
』
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
本
書
の
な
か
の
書
き
入
れ
で
「
之
に
よ
れ
ば
大
橋
先
生
は
支
那
の

学
問
を
標
榜
し
て
西
洋
思
想
を
う
つ
也
。
本
居
先
生
は
専
ら
我
国
の
古
意
を
以
て

漢
意
を
斥
く
る
也
」
と
、
訥
庵
と
宣
長
と
を
比
較
し
て
い
る
の
は
、
前
半
に
宣
長

の
『
初
山
踏
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
初
山
踏
』
に
は
国
史
学
の
入
門
書
と
い
う
意
味
が
あ
ろ
う
が
、

『
闢
邪
小
言
』
を
演
習
に
取
り
上
げ
た
の
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。『
闢
邪
小
言
』
は
ペ
リ
ー
来
航
の
直
前
に
書
か
れ
た
西
洋
思
想
排
撃
の
書
物

で
あ
る
。
平
泉
は
テ
キ
ス
ト
と
し
た
『
校
訂

闢
邪
小
言
』
の
扉
裏
に
「
洋
学
の

興
隆
」
と
題
し
て
、
江
戸
時
代
の
洋
学
を
四
項
目
に
ま
と
め
て
概
観
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
演
習
の
冒
頭
で
、
大
橋
訥
庵
が
こ
の
著
作
を
な
し
た
背
景
を
説
明
す
る

た
め
の
覚
書
と
推
察
さ
れ
る
が
（
平
泉
が
傍
線
を
付
し
た
『
闢
邪
小
言
』
巻
一
総

論
の
冒
頭
「
西
洋
ノ
学
ト
云
モ
ノ
盛
ニ
天
下
ニ
行
ハ
レ
テ
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
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も
い
え
る
）、
平
泉
は
こ
の
演
習
を
、
洋
学
の
興
隆
に
対
抗
し
た
国
粋
思
想
か
ら

の
批
判
と
い
っ
た
文
化
史
的
な
観
点
か
ら
お
こ
な
っ
た
の
で
は
お
そ
ら
く
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
彼
の
大
橋
訥
庵
や
『
闢
邪
小
言
』
へ
の
評
価
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。

平
泉
は
自
ら
『
大
橋
訥
庵
先
生
伝
』
に
寄
せ
た
序
で
「
予
は
夙
に
先
生
卓
礫
の

風
彩
を
慕
ひ
、
�
々
之
に
つ
い
て
講
ず
る
所
あ
つ
た
」
と
記
す
よ
う
に
、
大
橋
訥

庵
に
は
や
く
か
ら
注
目
し
て
お
り
、
左
の
よ
う
に
昭
和
九
年
以
降
何
度
か
青
々
塾

な
ど
で
の
先
哲
遺
文
講
義
に
そ
の
著
作
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

送
肝
付
毅
卿
序

昭
和
９
年
３
月
１６
日
（
以
下
同
じ
）、
１０
・
５
・
１４
、
１２

・
２
・
１２
、
１３
・
５
・
３
、
１４
・
６
・
３
、
１６
・
６
・
１
、

１７
・
５
・
１２
、
１９
・
１０
・
２９

陳
龍
川
文
鈔
序

９
・
６
・
１６

読
赤
穂
義
士
録

９
・
１０
・
６

闢
邪
小
言
序

１０
・
４
・
１９
、
１２
・
９
・
２５
、
１４
・
１２
・
３
、
１７
・
６
・

１９

元
寇
紀
略
序

１２
・
１０
・
２９
、
１５
・
６
・
２３
、
１８
・
１０
・
１７

陳
龍
川
文
鈔
序

１４
・
１０
・
２４

地
球
図
説
・
送
向
井
子
保
帰
長
崎
序

１６
・
１
・
２６
。

書
元
寇
紀
略
後

１６
・
２
・
９
。

赤
穂
義
士
裏
書
跋

１６
・
２
・
１３
、
１８
・
６
・
９

寺
田
が
『
大
橋
訥
庵
先
生
伝
』
を
執
筆
し
た
の
も
、
そ
の
緒
言
に
よ
れ
ば
「
先

年
恩
師
平
泉
澄
先
生
よ
り
そ
の
偉
大
な
る
こ
と
を
承
り
、
始
め
て
研
究
を
思
い

立
」
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
れ
ら
の
講
義
か
ど
う
か
は
確
言
で
き
な
い
が
、

そ
の
可
能
性
は
高
か
ろ
う
。
こ
の
際
、
平
泉
が
最
も
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
、

「
送
肝
付
毅
卿
序
」
で
あ
る
。
平
泉
は
自
ら
編
集
し
た
『
日
本
学
叢
書
』
第
十
巻

「
志
士
遺
文
集
」（
雄
山
閣
、
一
九
三
九
年
）
に
訥
庵
の
「
継
述
舎
説
」
と
「
送
肝

付
毅
卿
序
」
を
収
録
し
、「
前
者
は
以
て
伝
統
を
考
へ
、
敬
を
考
ふ
べ
く
、
後
者

は
以
て
東
洋
政
治
学
の
根
本
を
見
る
べ
く
、
今
日
一
般
に
伝
統
を
無
視
し
て
徒
に

己
の
独
創
を
誇
り
、
ま
た
己
の
魂
の
修
練
を
忘
れ
て
天
下
の
政
治
を
云
々
す
る
の

弊
に
対
し
、
反
省
の
機
を
与
へ
、
匡
救
の
縁
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
平
泉
に
と
っ
て
大
橋
訥
庵
は
単
な
る
幕
末
の
一
思
想
家
で
は
な
く
、

先
哲
す
な
わ
ち
先
生
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
著
作
は
現
代
人
に
「
反
省
の
機
を
与

へ
、
匡
救
の
縁
と
な
る
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
当
然
、
そ
れ
を
題
材

と
す
る
思
想
史
演
習
も
、
単
に
過
去
の
思
想
を
研
究
す
る
こ
と
に
止
ま
る
は
ず
は

な
か
ろ
う
。

平
泉
は
『
日
本
学
叢
書
』
第
十
巻
の
解
説
で
「
闢
邪
小
言
」
に
つ
い
て
、「
人

往
々
に
し
て
之
を
頑
迷
固
陋
の
見
と
い
た
し
ま
す
が
、
当
時
滔
々
と
し
て
入
り
来

り
漸
く
天
下
に
流
行
せ
ん
と
す
る
西
洋
の
思
想
に
対
し
て
、
厳
し
く
之
を
批
判
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ペ
ル
リ
来
航
以
前
に
既
に
此
の
批
判
を
必
要
と
し
て
執
筆

せ
ら
れ
た
事
の
、
先
見
の
明
驚
嘆
に
値
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
西
洋
思
想
の

根
本
を
衝
い
て
居
ら
れ
る
点
は
、
今
日
と
雖
も
敬
服
す
べ
き
卓
見
が
甚
だ
多
い
の

で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
平
泉
は
訥
庵
の
思
想
を
述
べ
な
が
ら
、
こ
の
演

習
を
通
し
て
「
西
洋
思
想
の
根
本
を
衝
い
て
居
」
る
「
今
日
と
雖
も
敬
服
す
べ
き

卓
見
」
を
学
生
に
示
そ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
を
『
校
訂

闢
邪
小

言
』
に
残
さ
れ
た
彼
の
書
き
込
み
か
ら
み
て
み
た
い
。

『
闢
邪
小
言
』
は
巻
一
「
総
論
」、
巻
二
「
論
西
洋
不
知
窮
理
、
論
西
洋
不
知

天
」、
巻
三
「
論
西
洋
不
知
仁
義
、
論
西
洋
不
知
活
機
」、
巻
四
「
或
問
」
か
ら

な
っ
て
お
り
、
総
じ
て
西
洋
思
想
を
排
撃
す
る
攘
夷
論
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
書
き

込
み
や
傍
線
な
ど
が
あ
る
の
は
、
巻
二
以
外
の
各
巻
で
と
く
に
巻
一
と
巻
三
に
多

い
。
こ
れ
は
平
泉
が
巻
二
以
外
の
諸
巻
を
教
材
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
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（
�
）

こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
演
習
の
進
度
を
示
す
書
き
込
み
か
ら
み
て
、

実
際
は
巻
一
の
途
中
で
演
習
は
終
了
し
て
い
た
ら
し
く
、
傍
線
を
付
し
た
諸
巻
が

み
な
教
授
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
き
込

み
や
傍
線
は
平
泉
の
個
人
的
な
も
の
で
直
接
演
習
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
推
測

も
な
さ
れ
よ
う
が
、
一
二
一
頁
上
欄
外
に
「
コ
ノ
一
条
、
避
ク
ベ
シ
」
と
書
か
れ

（
�
）

て
い
る
の
は
、
教
材
と
し
て
相
応
し
く
な
い
と
い
う
判
断
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
は

り
本
書
の
書
き
込
み
や
傍
線
は
演
習
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。平

泉
が
傍
線
や
圏
点
を
付
し
て
強
調
し
た
の
は
、
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
フ

レ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

然
ラ
バ
此
後
ニ
至
テ
ハ
、
国
体
モ
西
洋
ノ
如
ク
ナ
ラ
デ
ハ
誠
ノ
国
体
ニ
非
ズ

ト
思
フ
ベ
ク
、
朝
廷
ノ
紀
綱
制
度
モ
西
洋
ノ
如
ク
改
メ
ザ
レ
バ
、
的
当
ナ
ラ

ズ
ト
思
フ
ニ
至
ラ
ン
。（
十
六
頁
）

一
タ
ビ
洋
学
ニ
入
リ
タ
ル
者
ハ
、
必
西
洋
贔
屓
ニ
ナ
リ
テ
、
絶
ヱ
テ
国
体
ノ

異
ナ
ル
所
以
ヲ
弁
ゼ
ズ
何
モ
カ
モ
西
洋
ノ
如
ク
ニ
ナ
セ
ザ
レ
バ
、
是
ナ
ラ
ヌ

コ
ト
ト
思
ヘ
ル
サ
マ
ナ
リ
。（
二
十
六
頁
）

こ
れ
は
、「
外
国
崇
拝
の
余
り
、
人
心
が
遂
に
国
体
の
変
革
を
企
て
る
に
到
る

で
あ
ら
う
」
と
い
う
訥
庵
の
憂
慮
を
示
す
も
の
で
、
寺
田
剛
は
「
或
は
自
由
民
権

と
云
ひ
、
或
は
民
主
主
義
と
云
ひ
、
更
に
は
共
産
主
義
と
云
ひ
、
幾
多
の
邪
説
の

横
行
に
委
ね
ら
れ
た
明
治
大
正
昭
和
六
十
年
の
踏
み
来
つ
た
跡
を
顧
る
時
、
先
生

（
�
）

の
此
の
語
は
吾
人
の
心
に
無
限
の
呵
責
を
与
へ
る
」
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
平
泉

の
問
題
関
心
も
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

平
泉
は
ま
た
冒
頭
の
一
節
、

近
世
ハ
西
洋
ノ
学
ト
云
モ
ノ
盛
ニ
天
下
ニ
行
ハ
レ
テ
、
人
ノ
貴
賤
ト
ナ
ク
、

地
ノ
都
鄙
ト
ナ
ク
、
拂
郎
察
ノ
、
英
吉
利
ノ
、
魯
西
亜
ノ
、
共
和
政
治
ノ
ト

言
ヒ
噪
ハ
ギ
テ
、
我
モ
我
モ
ト
其
学
ヲ
治
メ
、
競
フ
テ
戎
狄
ノ
説
ヲ
張
皇
ス

ル
ハ
、
聖
道
ノ
為
メ
ニ
モ
、
天
下
ノ
為
ニ
モ
、
彗
孛
ニ
マ
サ
レ
ル
ノ
妖
蘖
ト

云
フ
ベ
シ
（
一
頁
）

の
「
西
洋
ノ
学
ト
云
モ
ノ
盛
ニ
天
下
ニ
行
ハ
レ
テ
」
に
傍
線
を
付
し
、
さ
ら
に

「
共
和
政
治
」
に
圏
点
を
打
っ
て
「
安
井
息
軒

参
照
Ｐ
１６

Ｐ
２６
」
と
書
き
入

れ
て
い
る
。
参
照
頁
は
先
に
引
用
し
た
フ
レ
ー
ズ
が
該
当
す
る
が
、
安
井
息
軒
と

は
そ
の
「
与
某
生
論
共
和
政
事
書
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

文
章
は
平
泉
が
青
々
塾
な
ど
で
の
先
哲
遺
文
講
義
に
も
用
い
て
い
た
も
の
で
、
そ

の
あ
た
り
に
演
習
内
容
を
広
げ
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
彼
が
、

西
洋
ノ
者
ド
モ
ガ
天
地
ノ
間
ノ
大
道
ハ
刺
螫
ニ
テ
立
ツ
ト
言
ヘ
ル
ヲ
以
テ
其

根
本
ノ
不
仁
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
刺
螫
ト
ハ
世
俗
ノ
語
ニ
意
気
地
ヲ
張
合
ト
称
ス

ル
類
ニ
テ
（
一
〇
七
頁
）

に
傍
線
を
付
し
て
、
そ
の
欄
外
に
「
生
存
競
争
の
説

政
治
学
説
、
政
治
と
は
力

也
、
支
配
也
、
力
と
力
の
争
也
、
バ
ラ
ン
ス
也
と
す
、
階
級
闘
争
」
と
記
し
た
り
、

さ
ら
に
「
洋
画
又
は
西
洋
彫
刻
の
残
忍
な
る
題
材
」
と
し
て
「
例
へ
ばD

resden

の
絵
画
館
報
二
十
六
号
に
の
す
る
猪
狩
の
図D

ie
W
ildschw

einsjagd

の
如
き

そ
れ
也
。
く
わ
し
く
はN

ote
p
57

‐58

参
照
」
と
記
す
の
は
、
平
泉
の
い
う
訥
庵

が
「
西
洋
思
想
の
根
本
を
衝
い
て
居
ら
れ
る
点
」
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
彼
は
「
和
シ
テ
一
体
、
一
味
ト
ナ
リ
テ
」
に
傍
線
を
付
し
て
、
欄
外
に
「
独
伊

の
全
体
主
義
、
日
本
は
一
体
」
と
書
き
記
し
、
訥
庵
の
思
想
を
述
べ
な
が
ら
西
欧

と
は
異
な
っ
た
日
本
の
「
優
秀
性
」
を
指
摘
す
る
の
も
忘
れ
な
い
の
で
あ
る
。

わ
ず
か
な
事
例
し
か
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
平
泉
の
日

本
思
想
史
演
習
が
西
洋
思
想
を
排
斥
す
る
か
な
り
教
化
的
な
内
容
を
も
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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お
わ
り
に

以
上
で
東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
に
保
管
さ
れ
て
い
た
「
平
泉
澄
氏

文
書
」
に
つ
い
て
の
つ
た
な
い
観
察
を
終
え
た
い
。
文
中
に
散
乱
す
る
憶
測
や
誤

謬
に
対
す
る
御
叱
正
を
乞
う
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
当
時
の
事
情
を

ご
存
じ
の
方
々
か
ら
御
批
判
、
御
教
示
が
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
「
平
泉
澄
氏
文
書
」
の
調
査
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
東
京
大
学
文
学

部
日
本
史
学
研
究
室
の
関
係
各
位
、
と
く
に
何
か
と
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ
っ
た

佐
藤
全
敏
氏
、
本
報
告
の
公
表
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
佐
藤
信
氏
、
そ
し
て

「
平
泉
澄
氏
文
書
」
の
調
査
結
果
の
公
表
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
平
泉
隆
房
氏

に
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註（
１
）「
平
泉
澄
氏
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
大
隅
和
雄
氏
に
「
研
究
室
に
は
ま
だ
氏

の
カ
ー
ド
や
図
書
が
あ
り
、
私
達
の
使
っ
て
い
た
茶
碗
の
中
に
は
平
泉
氏
の

湯
呑
み
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
有
田
の
茶
碗
も
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

（「
日
本
の
歴
史
学
に
お
け
る
『
学
』」『
中
世
思
想
史
へ
の
構
想
』
名
著
刊
行

会
、
一
九
七
四
年
）。
ま
た
平
泉
自
身
も
、
一
九
四
五
年
八
月
一
七
日
に
平

泉
が
戸
田
貞
三
文
学
部
長
に
辞
表
を
提
出
し
た
際
、
私
物
の
書
籍
が
研
究
室

に
残
っ
て
い
る
が
、
持
ち
帰
る
手
段
が
な
い
の
で
、
適
当
な
時
節
ま
で
大
学

に
置
く
事
を
許
さ
れ
た
い
と
願
い
、
戸
田
が
「
研
究
室
の
書
物
は
、
い
つ
ま

で
も
お
あ
づ
か
り
し
ま
す
か
ら
、
ご
心
配
な
く
」
と
答
え
た
と
い
う
（
平
泉

澄
『
悲
劇
縦
走
』
皇
学
館
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）。

（
２
）
Ｃ
類
の
な
か
に
は
「
寄
贈

大
正
十
四
年
十
二
月
四
日

黒
板
勝
美
氏
」

の
印
を
も
つ
も
の
が
何
冊
か
あ
る
。
平
泉
に
よ
れ
ば
、
彼
が
講
師
に
な
っ
た

時
に
国
史
研
究
室
を
創
始
し
た
い
と
願
い
出
、
そ
の
際
黒
板
が
書
物
を
大
量

に
寄
付
し
て
く
れ
た
と
い
う
（
平
泉
澄
、
注
（
１
）
著
書
）。

（
３
）「
先
哲
遺
文
講
義
の
一
覧
」（
田
中
卓
『
平
泉
史
学
と
皇
国
史
観
』
田
中
卓

評
論
集
第
二
巻
、
青
々
企
画
、
一
九
九
九
年
）。

（
４
）
拙
稿
「
平
泉
澄
に
お
け
る
人
間
形
成
」（『
政
治
経
済
史
学
』
三
九
七
、
一

九
九
九
年
）。

（
５
）
平
泉
澄
、
注
（
１
）
著
書
、
五
一
八
頁
。

（
６
）
こ
の
三
幅
に
つ
い
て
は
現
行
『
楽
翁
公
伝
』
で
は
「
殊
に
永
く
家
に
伝
ふ

べ
き
旨
を
特
命
し
置
か
れ
た
り
と
い
ふ
蘓
武
・
鉄
拐
・
関
羽
の
三
幅
の
、
明

治
維
新
の
混
乱
に
よ
り
て
そ
の
所
在
を
失
し
た
る
は
、
最
も
遺
憾
と
す
る
所

な
り
」
と
い
う
記
述
と
な
っ
て
い
る
（
一
七
頁
）。

（
７
）
し
た
が
っ
て
、「
平
泉
文
書
」
中
の
草
稿
と
現
行
『
楽
翁
公
伝
』
と
の
異
動

も
、
第
二
稿
段
階
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
第
二
稿
か
ら
第
三
稿
の
間

に
生
じ
た
も
の
か
、
中
村
孝
也
の
修
訂
の
際
に
生
じ
た
も
の
か
は
断
定
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
第
三
稿
で
あ
る
「
白
河
藩
治
（
再
び
）」
と
「
文

芸
」
に
つ
い
て
は
、
現
行
本
と
の
相
違
（
頼
山
陽
と
の
関
係
な
ど
の
記
述
）

は
中
村
孝
也
に
よ
る
加
筆
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

（
８
）
近
年
、『
芸
林
』
誌
上
で
日
本
思
想
史
講
義
の
ノ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、

東
大
内
部
で
の
平
泉
の
教
育
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
を
提
供
し

て
い
る
。

（
９
）
斎
藤
正
一
『
庄
内
藩
』（
日
本
歴
史
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、

田
中
卓
「
平
泉
史
学
に
お
け
る
�
豚
�
と
�
百
姓
�」（『
平
泉
史
学
と
皇
国

史
観
』
前
掲
）。

（
１０
）
西
沢
久
宣
氏
の
私
信
か
ら
類
推
し
た
。

152



（
１１
）
永
原
慶
二
『
皇
国
史
観
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
２０
、
一
九
八
三
年
）。

（
１２
）
田
中
卓
、
注
（
８
）
論
文
。

（
１３
）
巻
二
は
内
容
が
儒
教
的
な
自
然
観
に
か
か
わ
る
の
で
、
さ
す
が
に
「
今
日

と
雖
も
敬
服
す
べ
き
卓
見
」
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

（
１４
）
オ
ラ
ン
ダ
人
の
妻
が
夫
を
慕
っ
て
港
に
至
り
衆
人
の
中
で
抱
擁
し
た
と
い

う
「
禽
獣
ノ
白
昼
ニ
尾
ス
ル
者
ト
全
然
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ
」
醜
態
を
述
べ
た

部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
一
条
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
に
は
、
平
泉
の
潔
癖
性

が
う
か
が
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
１５
）
寺
田
剛
『
大
橋
訥
庵
先
生
伝
』（
至
文
堂
、
一
九
三
六
年
）。

153



付
表

「
平
泉
澄
氏
文
書
」
目
録
（
稿
）

（
一
）
戦
前
の
資
料

�

書
籍

�
著
者

�
発
行
機
関

�
発
行
年
月
日

�
蔵
書
印
等
所
蔵
を
示
す
も
の

�
備
考

Ａ
類
と
Ｂ
類
に
つ
い
て
は
、
単
行
本
・
雑
誌
等
に
分
類
し
、
原
則
と
し
て
配
列

は
便
宜
上
発
行
年
月
日
の
順
に
し
た
が
っ
た
。
Ｃ
類
に
つ
い
て
は
所
蔵
機
関
別
に

分
類
し
、
ラ
ベ
ル
番
号
の
あ
る
も
の
は
そ
の
順
に
し
た
が
い
、
そ
の
他
は
主
と
し

て
発
行
年
月
日
で
配
列
し
た
。
な
お
資
料
名
の
後
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
先
に
日

本
史
学
研
究
室
で
添
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
に
記
さ
れ
た
番
号
（
本
文
で
は
整
理
番
号

と
記
し
た
）
で
あ
る
。

Ａ

平
泉
文
書
Ａ
類

▼
単
行
本

１

塩
竈
神
社
史
料
（
２１３
―
４
）

�
山
下
三
次

�
国
幣
中
社
志
波
彦
神
社
・
塩
竈
神
社
社
務
所

�
昭

和
２
�
４
�
２８

�
「
平
泉
博
士
殿
／
国
幣
中
社
志
波
彦
神
社
・
塩
竈

神
社
宮
司

山
下
三
次
」
の
札

２

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

第
一
巻
（
２２６
）

�
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
（
代
表
田
口
文
太
）

�
昭
和
３
�
１
�
１０

３

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

第
三
巻
（
２２６
―
３
）

�
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
（
代
表
田
口
文
太
）

�
昭
和
３
�
４
�
５

４

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

第
四
巻
（
２２６
―
４
）

�
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
（
代
表
田
口
文
太
）

�
昭
和
３
�
１２
�
２６

５

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

第
七
巻
（
２２６
―
７
）

�
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
（
代
表
田
口
文
太
）

�
昭
和
２
�
９
�
２０

６

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

第
八
巻
（
２２６
―
８
）

�
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
（
代
表
田
口
文
太
）

�
昭
和
４
�
７
�
２８

�
『
卯
吉
全
集
』
は
一
括
し
て
「
平
」
の
札
を
附
す
。

７

江
都
督
納
言
願
文
集
（
２２３
―
１
）

�
平
泉
澄

�
至
文
堂

�
昭
和
４
�
１０
�
２８

�
他
に
２
冊
あ
り
。

８

後
法
興
院
記

上
下

�
平
泉
澄

�
至
文
堂

�
昭
和
５
�
９
�
１

�
「
や
け
て
か
ま
は

ぬ
も
の

平
泉
」
と
し
て
包
め
り
。

９

後
法
興
院
記

下
巻
（
２５
―
２
）

�
平
泉
澄

�
至
文
堂

�
昭
和
５
�
９
�
１

１０

後
法
興
院
記
（
七
）（
２２２
―
４
）

�
抜
刷
。
文
明
十
四
年
記
。

１１

後
法
興
院
記
（
十
）（
２４４
―
８
１
）

�
抜
刷
。
文
明
十
七
年
二
月
以
後
。
あ
と
二
冊
あ
り
（
２０６
―
６
、
２０６
―
９
）。

１２

後
法
興
院
記
（
十
一
）（
２２２
―
５
）

�
抜
刷
。
文
明
十
八
年
記
。
計
七
冊
あ
り
（
う
ち
一
冊
は
２４４
―
８
―
２
）。

１３

箱
根
神
社
大
系
上
巻
（
２４２
―
１
）

�
箱
根
神
社
社
務
所

�
箱
根
神
社
社
務
所

�
昭
和
５
�
１１
�
２５

�
「
謹
呈
／
平
泉
先
生
／
小
林
健
三
」

�
箱
の
内
側
に
「
本
郷
」
と
あ

り
。
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１４

吉
野
朝
時
代
に
於
け
る
讃
岐
の
一
大
勤
王
事
蹟

附
長
町
家
系
の
疑
問
を

解
く
鍵
（『
讃
岐
郷
土
叢
書
』
第
五
編
）（
２２５
―
１１
）

�
堀
正
二

�
讃
岐
郷
土
研
究
会

�
昭
和
８
�
１２
�
２９

�
「
平
泉
（
花
押
）／
昭
和
九
年
十
月
二
日
／
香
川
県
大
川
郡
津
田
町
／
長

町
與
彦
氏
寄
贈
」

１５

柳
子
新
論
（
２１８
―
１２
）

�
三
秀
舎

�
奥
に
「
以
印
刷
代
謄
写
／
昭
和
九
年
秋
／
青
々
」

１６

世
界
之
東
郷
元
帥
（
２３３
―
２
）

�
中
村
孝
也

�
東
郷
元
帥
編
纂
会

�
昭
和
１０
�
２
�
２８

１７

A
dm
iralT

ogo

（
英
文
東
郷
元
帥
）（
２３３
―
４
）

�
昭
和
１０
�
２
�
２８

�
２３３
―
２
と
共
に
括
り
「
平
」
の
札
を
付
す
。

１８

校
訂

闢
邪
小
言
（
２３６
―
５
）

�
寺
田
剛

�
至
文
堂

�
昭
和
１３
�
８
�
４

�
「
平
泉
澄
（
花

押
）」

�
書
き
入
れ
あ
り
。
あ
と
書
き
入
れ
な
き
も
の
４
冊
（
う
ち
箱

入
り
２
冊
）
あ
り
。

１９

伽
具
土
之
研
究
（
２１０
―
２
）

�
川
口
興
道

�
昭
和
１７
�
４
�
１

�
「
寄
贈

平
泉
澄
様

著

者
」

２０

増
補
訂
正

神
代
帝
都
考

�
挟
間
畏
三

�
挟
間
延
年

�
昭
和
１７
�
８

�
謄
写
版
。
平
泉

宛
末
松
偕
一
郎
の
書
簡
を
挟
む
。
寄
贈
の
旨
を
記
せ
り
。

２１

大
橋
訥
庵
先
生
全
集

下
巻
（
２４７
―
１３
）

�
平
泉
澄
・
寺
田
剛

�
至
文
堂

�
昭
和
１８
�
７
�
１０

�
あ
と

３
冊
あ
り
。

２２

大
国
主
命
（
２１７
―
４
）

�
山
本
三
郎

�
湘
風
会

�
昭
和
１９
�
３
�
２５

�
「
平
泉
先
生

玉
案
下

著
者
（
印
）

�
『
湘
風
会
日
本
学
叢
書
』
第
三

非
売

品

▼
報
告
書

２３

沿
道
ノ
史
蹟
（
２４４
―
６
）

�
鹿
児
島
県

�
昭
和
１０
�
１１
�
６

�
「
鹿
児
島
市
高
麗
町
六
二
三
／

池
田
俊
彦
氏
寄
贈
」（
平
泉
の
手
か
）。
池
田
は
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
校

校
長
に
し
て
本
書
の
「
調
査
集
録
」
を
せ
し
人
。

２４

入
学
者
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告

第
二
号

�
東
京
帝
国
大
学
庶
務
課

�
昭
和
１１
�
６

�
鉛
筆
書
き
で
「
平
泉

教
授
殿
」
と
あ
り
。

▼
雑
誌
抜
刷

２５

寺
子
屋
の
意
義
・
語
史
及
起
源
に
つ
い
て
（
２３１
―
２２
）

�
石
川
謙

�
「
平
泉
澄
様
」、「
平
泉
蔵
」
印
。「
巣
鴨
町
染
井
十
一
、

石
川
謙
氏
寄
贈
／
大
正
十
五
年
十
一
月
十
五
日
落
手
」

�
『
教
育
論

叢
』
大
正
１５
年
９
月
〜
１１
月
の
抜
刷

２６

奥
羽
に
於
け
る
交
通
の
発
達
（
２１７
―
１３
）

�
大
島
延
次
郎

�
東
北
帝
国
大
学
文
科
会

�
昭
和
１１
�
７

�
「
謹
呈

平
泉
先
生
」

�
『
文
化
』
３
―
７
の
抜
き
刷
り

２７

日
支
交
通
と
船
舶
国
籍
證
（
５５
―
１１
）

�
森
克
己

�
昭
和
１３
�
１０

�
「
平
泉
先
生
恵
存
」

�
『
交
通
文

化
』
四
号
の
抜
刷

▼
和
本

２８

御
公
家
鑑

�
享
保
二
年
版
、
享
保
十
一
年
版
、
寛
保
二
年
（
表
紙
は
『
万
世
雲
上
明
鑑
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完
』
と
す
る
）

２９

万
世
雲
上
明
鑑

上
下

�
安
永
二
年
版
、
文
政
四
年
版
、
文
政
十
年
版

３０

新
刊
雲
上
明
鑑

�
文
政
十
年
版

３１

雲
上
明
覧
大
全

上
下

�
天
保
八
年
版
、
万
延
元
年
版
、
安
政
四
年
版
、
文
久
三
年
版
、
元
治
元
年

版
、
慶
応
元
年
版
、
慶
応
二
年
版
、
慶
応
三
年
版
、
慶
応
四
年
版

�
『
御
公
家
鑑
』
〜
『
雲
上
明
覧
大
全
』
は
４
つ
の
箱
に
入
れ
て
一
括
し

（
２１２
・
１
〜
４
）、「
平
」
の
付
け
札
あ
り
。
い
ず
れ
も
和
本
。

▼
目
録

３２

往
来
物
分
類
目
録
（
２４２
―
５
）

�
岡
村
金
太
郎

�
啓
明
会

�
大
正
１１
�
１１
�
１５

�
「
平
泉

蔵
」
印

３３

第
三
回
郊
北
文
学
会
展
観
目
録
（
２２５
―
４
）

�
昭
和
８
�
１１
付
け
の
平
泉
宛
の
案
内
状
を
挟
む
。

Ｂ

平
泉
文
書
Ｂ
類

▼
単
行
本

３４

熊
本
市
・
飽
託
郡
誌
（
２１７
―
１１
）

�
角
田
政
治

�
飽
託
郡
私
立
教
育
会

�
明
治
３９
�
１０
�
１０

３５

勤
王
開
国
の
先
唱
者

溝
口
健
斎
公
（
２３１
―
１
）

�
梅
田
又
次
郎

�
民
友
社

�
明
治
４０
�
７
�
２５

３６

今
上
詔
勅
集

�
福
田
滋
次
郎

�
晴
光
館
書
店

�
明
治
４３
�
１０
�
２５

�
「
１５
�

１０
�
２９
／
今
上
詔
勅
集
」
の
ラ
ベ
ル

�
「
平
泉
氏
カ
ー
ド
」
第
３
箱

中
に
あ
り
。

３７

楽
翁
公
五
十
賀
水
詞
（
２２５
―
２
）

�
大
正
４
か
。

３８

甲
斐
の
絶
勝

御
嶽
風
景
写
真
帖
（
２２２
―
２９
）

�
宮
井
商
会
出
版
部

�
大
正
６
�
１１
�
２０

３９

身
延
山
写
真
帖
（
２２２
―
３１
）

�
畑
野
荒
吉

�
畑
野
荒
吉

�
大
正
６
�
５
�
２７

４０

金
沢
市
要
覧
（
２２２
―
２５
）

�
金
沢
市
役
所

�
大
正
８
�
１０
�
１

４１

諏
訪
神
社
の
研
究
（
２３１
―
１０
）

�
八
代
国
治

�
抜
刷
。「
大
正
九
年
十
二
月
稿
」
と
あ
り
。

４２

温
泉
嶽
を
繞
り
て
（
２３１
―
１３
）

�
杉
村
広
太
郎

�
温
泉
公
園
発
展
会

�
大
正
１３
�
４
�
１６

４３

河
野
磐
州
伝

上
巻
（
２３１
―
７
）

�
河
野
磐
州
伝
編
纂
会

�
河
野
磐
州
伝
刊
行
会

�
大
正
１３
�
５
�

５
（
再
版
）

�
初
版
は
大
正
１２
�
１１
�
２０

４４

瓊
子
内
親
王
（
２１７
―
３
）

�
時
山
久
蔵
・
勇
・
美
則

�
大
正
１４
�
１２
�
２５

４５

富
士
嶽
案
内
（
２２２
―
２６
）

�
山
梨
県

�
大
正
１５
�
９

４６

元
寇
文
永
役
殉
難
者
六
百
五
十
年
祭
記
事

�
元
寇
文
永
役
殉
難
者
六
百
五
十
年
祭
事
務
所

�
大
正
１５
�
１０
�
３１

４７

大
隈
公
八
十
五
年
史

第
二
巻
（
２４２
―
６
―
１
）

�
大
隈
公
八
十
五
年
史
編
纂
会

�
大
隈
公
八
十
五
年
史
編
纂
会
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�
大
正
１５
�
１２
�
８

４８

大
隈
公
八
十
五
年
史

第
三
巻
（
２４２
―
６
―
２
）

�
大
隈
公
八
十
五
年
史
編
纂
会

�
大
隈
公
八
十
五
年
史
編
纂
会

�
大
正
１５
�
１１
�
１５

４９

碩
水
先
生
余
稿

上
（
２４４
―
１１
―
１
）

�
岡
次
郎

�
谷
門
精
舎

�
昭
和
４
�
８
�
５

５０

碩
水
先
生
余
稿

下
（
２４４
―
１１
―
２
）

�
岡
次
郎

�
谷
門
精
舎

�
昭
和
４
�
８
�
５

５１

弘
前
藩
小
史
と
贈
位
者
考
（
２４２
―
４
）

�
森
林
助

�
弘
前
図
書
館

�
昭
和
４
�
１１
�
３

�
表
紙
に

「
贈
呈
」
と
あ
り
。

５２

菅
公
の
誠
心
（
２２２
―
１８
）

�
山
田
新
一
郎

�
官
幣
中
社
北
野
神
社
社
務
所

�
昭
和
６
�
１０
�

２４

５３

尋
常
小
学
校
国
史
教
材
観
の
新
研
究

下
巻
（
２４２
―
３
）

�
全
国
同
人

国
史
教
育
研
究
会

�
全
国
同
人

国
史
教
育
研
究
会

�
昭
和
７
�
６
�
２０
�

５４

昭
和
六
年
の
国
史
学
界
（
２１６
―
３
）

�
代
々
木
会

�
筑
波
研
究
部

�
「
進
呈
」
の
箋
あ
り
。

５５

指
定
史
蹟

城
輪
柵
阯
（
２２５
―
３
）

�
上
田
三
平

�
城
輪
柵
阯
保
存
会

�
昭
和
７
�
７
�
３１
�

５６

大
智
禅
師
（
２１７
―
１７
）

�
村
上
素
道

�
皓
台
寺

�
昭
和
７
�
９
�
３０
�

�
「
八
」
の
ラ

ベ
ル

�
書
き
入
れ
あ
り
。

５７

矢
野
玄
道
（
愛
媛
県
先
哲
偉
人
叢
書

第
一
巻
）

�
矢
野
太
郎

�
松
山
堂
書
店

�
昭
和
８
�
６
�
３０
�

５８

二
宮
敬
作
・
三
瀬
諸
淵
（
愛
媛
県
先
哲
偉
人
叢
書

第
二
巻
）（
２１０
―

１
）

�
長
井
音
次
郎

�
松
山
堂
書
店

�
昭
和
９
�
１
�
２０
�

５９

宗
教
民
族
学
（
人
類
学
叢
書

第
六
輯
）（
２１３
―
５
）

�
宇
野
円
空

�
岡
書
院

�
昭
和
９
�
５
�
１０
（
第
三
版
）

�
初
版
は
昭
和
４
�
１２
�
１０

６０

日
光
叢
書

第
五
巻

御
番
所
日
記

五
（
２１３
―
１
―
１
）

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
昭
和
９
�
９
�
１

６１

日
光
叢
書

第
六
巻

御
番
所
日
記

六
（
２１４
―
１
―
１
）

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
昭
和
１０
�
１１
�
１

６２

日
光
叢
書

第
七
巻

御
番
所
日
記

七
（
２１４
―
１
―
２
）

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
昭
和
１１
�
１１
�
１

６３

日
光
叢
書

第
八
巻

御
番
所
日
記

八
（
２１４
―
１
―
２
）

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
別
格
官
幣
社

東
照
宮
社
務
所

�
昭
和
１３
�
６
�
１

６４

楠
公
余
薫
（
２１７
―
１
）

�
佐
賀
楠
公
会

�
木
下
泰
山
堂

�
昭
和
１０
�
５
�
２５

�
「
贈
呈

大
楠
公
六
百
年
記
念
／
皇
紀
二
千
五
百
九
十
五
年
／
昭
和
十
年
五
月
二

十
五
日
／
佐
賀
楠
公
会
」
の
札
、「
佐
賀
楠
神
社
小
誌
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
挟
む
。

�
７２
ペ
ー
ジ
に
『
帝
国
教
育
』
６４５
の
平
泉
の
論
文
の
概

要
を
載
せ
る
。
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６５

国
史
科
研
究
録
（
２２５
―
１０
）

�
茨
城
県
初
等
教
育
聨
合
研
究
会

�
茨
城
県
初
等
教
育
聨
合
研
究
会

�
昭
和
１０
�
１０
�
２８

６６

小
野
梓
伝
（
２４７
―
１６
）

�
西
村
真
次

�
富
山
房

�
昭
和
１０
�
１１
�
２０
�

�
「
謹
呈

坂

本
嘉
治
馬
」
の
札
あ
り
。
坂
本
は
富
山
房
の
社
長
な
り
。

�
「
昭
和
十

年
十
一
月
二
十
三
日

小
野
梓
先
生
胸
像
除
幕
式
記
念
」
の
絵
葉
書
２
葉

を
挟
む
。

６７

心
学
精
粋
（
日
本
精
神
叢
書

十
一
）（
２４７
―
６
）

�
石
川
謙

�
文
部
省
思
想
局

�
昭
和
９
�
１２
�
２６

６８

神
楽
・
神
歌
（
日
本
精
神
叢
書

四
）（
２４７
―
５
）

�
志
田
延
義

�
文
部
省
思
想
局

�
昭
和
１０
�
１
�
２２

６９

贈
正
一
位
橘
朝
臣
正
成
公
伝
（
２３８
―
３
）

�
中
村
孝
也

�
大
楠
公
六
百
年
大
祭
奉
賛
会

�
昭
和
１０
�
７
�
５

７０

義
公
遺
蹟

太
田
西
山
の
光

�
太
田
尋
常
高
等
小
学
校
国
史
研
究
部

�
昭
和
１０
�
７
�
２０

�
謄

写
版

７１

水
利
経
済
と
水
利
行
政
（
２１７
―
１９
）

�
野
間
海
造

�
『
日
本
農
業
の
展
望
』
の
抜
刷
。
昭
和
１０
�
４
�
７

農
業
経
済
学
会
で
の
講
演

７２

思
想
問
題
と
母
の
行
愛
（
国
民
精
神
文
化
類
輯

第
十
二
輯
）（
２３１
―

８
）

�
山
本
勝
市

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１１
�
２
�
２４

７３

武
公
遺
事
と
し
の
ぶ
の
た
ね
（
２１７
―
１０
）

�
〔
水
戸
学
〕
精
神
作
興
会

�
協
文
社

�
昭
和
１１
�
６
�
２５

�
「
武
公
遺
事
」
は
青
山
延
于
、「
し
の
ぶ
の
た
ね
」
は
谷
忠
明
の
著
作
。

７４

我
が
国
体
と
教
育
勅
語
（
憲
法
教
育
資
料
）

�
吉
田
熊
次

�
日
本
文
化
協
会
出
版
部

�
昭
和
１１
�
７
�
１９

７５

十
訓
抄
と
道
徳
思
想
（
日
本
精
神
叢
書
）（
２４６
―
４
―
１
）

�
藤
岡
継
平

�
日
本
文
化
協
会
出
版
部

�
昭
和
１１
�
８
�
１

７６

庭
園
と
日
本
精
神
（
日
本
精
神
叢
書
）（
２４６
―
４
―
２
）

�
龍
居
松
之
助

�
日
本
文
化
協
会
出
版
部

�
昭
和
１１
�
８
�
１５

７７

水
戸
藩
に
於
け
る
水
府
流
の
沿
革
（
２４４
―
１
）

�
荷
見
守
文

�
荷
見
守
文

�
昭
和
１１
�
１０
�
５

�
「
呈
上

荷
見
守
文
」
と
あ
り
。

７８

吉
備
津
彦
神
社
史
料

文
書
篇
（
２１３
―
２
）

�
国
幣
小
社
吉
備
津
彦
神
社
社
務
所

�
国
幣
小
社
吉
備
津
彦
神
社
社
務

所

�
昭
和
１１
�
１０
�
１９
�

７９

吉
備
高
島
宮
阯
（
２１７
―
１６
）

�
世
良
長
造

�
吉
備
高
島
宮
阯
顕
彰
会

�
昭
和
１１
�
１１
�
１０

８０

御
巫
清
直
翁
伝
（
２３１
―
９
）

�
神
宮
司
庁

�
神
宮
司
庁

�
昭
和
１１
�
１１
�
２５

８１

枕
書
堂
遺
草
（
２２１
―
３
）

�
守
中
裕
幸

�
矢
島
堅
蔵

�
昭
和
１１
�
１２
�
３０

�
矢
島
栄
一

の
遺
稿
と
知
友
の
回
想
集

矢
島
堅
蔵
に
よ
る
献
呈
の
紙
片
を
挟
む
。

８２

日
本
精
神
と
自
然
科
学
（
日
本
文
化
叢
書
）（
２４６
―
４
―
５
）

�
紀
平
正
美

�
文
部
省
思
想
局

�
昭
和
１２
�
２
�
２３

�
昭
和

１１
�
１１
の
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
。

８３

行
と
し
て
の
科
学
（
日
本
文
化
叢
書
）（
２４６
―
４
―
５
）

�
橋
田
邦
彦

�
文
部
省
思
想
局

�
昭
和
１２
�
２
�
２５

�
昭
和
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１１
�
１１
の
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
。

８４

自
然
科
学
の
領
域
（
日
本
文
化
叢
書
）（
２４６
―
４
―
６
）

�
松
井
元
興

�
文
部
省
思
想
局

�
昭
和
１２
�
２
�
２８

�
昭
和

１１
�
１１
の
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
。

８５

伝
教
・
弘
法
と
日
本
文
化
（
日
本
精
神
叢
書
）（
２４６
―
４
―
８
）

�
金
子
大
栄

�
日
本
文
化
協
会
出
版
部

�
昭
和
１２
�
３
�
２４

８６

明
治
天
皇
の
聖
徳
に
就
て
（
日
本
文
化
叢
書
）（
２４６
―
４
―
６
）

�
三
上
参
次

�
文
部
省
思
想
局

�
昭
和
１２
�
３
�
２９

�
昭
和

１１
�
７
�
の
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
で
の
講
演
。

８７

自
然
科
学
教
育
の
両
側
面
（
日
本
文
化
叢
書
）（
２４６
―
４
―
７
）

�
田
辺
元

�
文
部
省
思
想
局

�
昭
和
１２
�
３
�
３０

�
昭
和

１１
�
１１
の
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
会
で
の
講
演
。

８８

玉
山
講
義
（
会
津
先
哲
遺
芳
叢
刊
第
一
）（
２１７
―
９
）

�
星
野
健

�
会
津
学
研
究
所

�
昭
和
１２
�
１０
�
１３

�
「
設
立

趣
意
書
」（
昭
和
１２
�
８
�
１
付
）
を
挟
む
。

８９

芭
蕉
と
俳
諧
の
精
神
（
日
本
精
神
叢
書
）（
２４６
―
４
―
９
）

�
志
田
義
秀

�
日
本
文
化
協
会
出
版
部

�
昭
和
１３
�
４
�
３０

９０

本
尊
美
翁
追
憶
録
（
２３４
―
１
）

�
山
本
安
之
助

�
本
尊
美
翁
追
憶
録
編
輯
刊
行
会

�
昭
和
１３
�

９
�
１０

�
「
謹
呈

本
尊
美
翁
追
憶
録
編
輯
刊
行
会
」
の
札
あ
り
。

�
本
尊
美
は
英
国
人
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ー
の
こ
と
。

９１

正
保
野
史
（
２５１
―
７
）

�
米
尾
成
治

�
昭
和
１４
�
５
�
２７

�
矢
野
玄
道
『
正
保
野
史
』
の

複
製
本
。

９２

神
武
天
皇
御
東
征
と
熊
野
（
２３１
―
２３
）

�
太
地
五
郎
作

�
太
地
五
郎
作

�
昭
和
１４
�
７
�
５

�
「
進

上

和
歌
山
市
新
通
三
丁
目
／
太
地
五
郎
作
」
と
あ
る
カ
バ
ー
を
つ
け
る
。

９３

北
郷
村
之
概
観
（
２２５
―
５
）

�
大
野
郡
北
郷
尋
常
・
高
等
小
学
校

�
昭
和
１４
�
１１
�
３

９４

松
尾
多
勢
子
（
２３１
―
７
）

�
市
村
咸
人

�
山
村
書
院

�
昭
和
１５
�
６
�
５

�
「
下
伊
那

郡
山
本
村
市
村
咸
人
氏
」
と
の
書
き
入
れ
あ
り
。

９５

波
多
野
鶴
吉
翁
伝
（
２３１
―
１２
）

�
村
島
清

�
郡
是
製
糸
株
式
会
社

�
昭
和
１５
�
７
�
１
（
第
二

版
）

�
「
郡
是
工
業
株
式
会
社
教
育
厚
生
課
之
印
」
あ
り
。

９６

来
島
良
蔵
伝

上
下
（
２２５
―
１
）

�
妻
木
忠
太

�
妻
木
忠
太

�
昭
和
１５
�
１１
�
５

９７

関
西
巡
回
記
（
２４７
―
２４
）

�
永
井
環

�
三
秀
舎

�
昭
和
１５
�
１２
�
１２

９８

越
中
順
逆
年
表
（
２２５
―
１２
）

�
飛
見
文
繁

�
紀
元
２６０１

�
「
乞
御
一
覧
」
の
付
箋
あ
り
。

９９

攷
事
撮
要
（
奎
章
閣
叢
書
第
七
）

�
京
城
帝
国
大
学
文
学
部

�
昭
和
１６
�
２
�
２８

�
「
贈
呈

京
城

帝
国
大
学
文
学
部
」
の
紙
片
あ
り
。

１００

家
庭
祭
祀
（
２３３
―
３
）

�
神
祇
院
教
務
局

�
昭
和
１６
�
７
�
２０

１０１

神
嘗
祭
謹
解
（
２４４
―
７
）

�
神
祇
院
教
務
局
指
導
課

�
昭
和
１６
�
９
�
３０

１０２

家
族
制
度
と
日
本
法

上
（
日
本
法
理
叢
書
第
十
二
輯
）

�
井
上
和
夫

�
日
本
法
理
研
究
会

�
昭
和
１７
�
８
�
１６
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�
「
平
泉
氏
カ
ー
ド
」
第
１
箱
中
に
あ
り
。

１０３

我
が
国
の
国
体
（
２５１
―
１０
）

�
大
西
友
太

�
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

�
昭
和
１７
�
９
�
１２

１０４

八
坂
神
社
記
録

上
（
八
坂
神
社
叢
書
第
一
輯
）（
２１６
―
１
）

�
官
幣
大
社
八
坂
神
社
社
務
所

�
官
幣
大
社
八
坂
神
社
社
務
所

�
昭
和
１７
�
１２
�
１０

１０５

五
雄
藩
皇
国
精
神
講
義
（
２２５
―
１４
）

�
船
本
恒
一

�
山
口
県
吉
敷
郡
国
民
学
校
教
員
会

�
昭
和
１７
�

１２
�
１０

�
「
謹
呈
」
の
札
あ
り
。

１０６

下
妻
政
泰
公
顕
彰
除
幕
式
記
念
（
２３６
―
２
）

�
大
宝
史
蹟
保
存
会

�
昭
和
１９
�
５
�
１２

�
「
贈
正
四
位
下
妻

政
泰
公
碑
文
」（
平
泉
澄
撰
）
を
収
む
。

１０７

通
略
延
約
弁

附
衝
口
発
（
２４４
―
１２
ａ
）

�
三
ケ
尻
浩

�
謄
写
版
。
２５１
―
１
、
２４４
―
１２
ｂ
も
同
本
。

１０８

鎌
倉
札
所
三
十
三
ケ
所

観
音
巡
リ
ノ
栞
（
２３６
―
６
）

�
鎌
倉
町
観
光
課

▼
雑
誌
・
紀
要
（
抜
刷
を
含
む
）

１０９

史
学
会
会
員
名
簿
（
４８
―
１６
）

�
昭
和
９
�
１２

�
『
史
学
雑
誌
』
４５
巻
１２
号
付
録

１１０

国
民
精
神
文
化
研
究

第
一
年

第
三
冊

教
育
勅
語
煥
発
以
前
に
於
け

る
小
学
校
修
身
教
授
の
変
遷

�
吉
田
熊
次
・
海
後
宗
臣

�
日
本
文
化
協
会
出
版
部

�
昭
和
９
�

７
�
１８
�

１１１

国
民
精
神
文
化
研
究

第
二
年

第
六
冊

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１０
�
３
�
２７

�
内
容
は
小
野
正

康
「
日
本
学
と
し
て
の
学
問
教
育
」

１１２

思
想
善
導
の
根
本
策
（
２１７
―
２
）

�
田
多
井
四
郎
治

�
昭
和
１１
�
５

�
『
正
義
』
の
抜
刷
。
神
代
文

字
に
つ
い
て
の
論
。

１１３

史
学
趣
味

一
巻
一
号

�
趣
味
の
考
古
学
会

�
昭
和
１１
�
７
�
１７

１１４

史
学
趣
味

一
巻
二
号

�
趣
味
の
考
古
学
会

�
昭
和
１１
�
８
�
１７

１１５

史
学
趣
味

一
巻
四
号

�
趣
味
の
考
古
学
会

�
昭
和
１１
�
１０
�
９

１１６

史
学
趣
味

一
巻
五
号

�
趣
味
の
考
古
学
会

�
昭
和
１１
�
１１
�
１０

１１７

史
学
趣
味

二
巻
七
号

�
趣
味
の
考
古
学
会

�
昭
和
１２
�
７
�
１０

１１８

奉
公

第
四
二
四
号

�
奉
公
会

�
昭
和
１３
�
５
�
１１

１１９

愛
日

六
巻
六
号

�
福
岡
農
士
学
校
愛
日
書
院

�
昭
和
１４
�
６
�
１５

�
「
贈
呈
」

１２０

三
重
教
育

五
二
〇
号

�
三
重
県
教
育
会

�
昭
和
１６
�
１０
�
５

�
平
泉
澄
「
御
綸
旨
の
発

見
を
喜
び
て
」
の
講
演
筆
記
を
収
め
る
。

１２１

東
京
電
灯
株
式
会
社
社
報

四
七
五
号

�
昭
和
１７
�
１
�
１０

１２２

武
道
公
論

四
巻
一
号

�
大
日
本
清
風
会

�
昭
和
１７
�
１
�
１１

�
平
泉
澄
「
足
利
高
氏
名
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分
論
」
を
転
載
。

１２３

歴
史
日
本

一
巻
三
号
（
２２５
―
９
）

�
雄
山
閣

�
昭
和
１７
�
９
�
１

�
「
南
洋
の
日
本
」
特
集

１２４

武
道
公
論

六
巻
八
号

�
大
日
本
清
風
会

�
昭
和
１９
�
１０
�
１１

▼
報
告

１２５

宮
崎
県
児
湯
郡
西
都
原
古
墳
調
査
報
告
（
２０７
―
１
）

�
宮
崎
県

�
大
正
４
�
５
�
３１

１２６

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
要
目
解
説

地
質
鉱
物
の
部
（
２０７
―
４
ａ
）

�
内
務
省

�
大
正
１０
�
１２

�
「
黒
板
所
蔵
」「
黒
板
蔵
」
の
印

�C
H
O
SE
N
H
O
T
E
L

の
便
箋
に
「
八
日
市
野
々
宮
神
社
所
蔵
文
書
」
の

書
き
取
り
あ
り
（
２０７
―
４
ｂ
）。
黒
板
の
手
な
ら
ん
。

１２７

大
正
十
年
度
調
査

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
（
２０７
―
３
）

�
長
崎
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
委
員
会

�
長
崎
県

�
大
正

１１
�
３
�
３１

�
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
委
員
会
順
序
」
の
謄
写
版
冊
子
を
挟
む
。

１２８

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
要
目
解
説

地
質
鉱
物
の
部
（
２０７
―
２
）

�
内
務
省

�
大
正
１１
�
８

�
２０７
―
１
〜
４
は
一
括
し
て
括
れ
り
。

１２９

東
京
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書

第
三
冊
（
５５
―
４
）

�
東
京
府

�
大
正
１４
�
３
�
３１

１３０

栃
木
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告

第
二
輯
（
２２５
―
８
）

�
栃
木
県

�
昭
和
２
�
３
�
２８

１３１

名
勝
調
査
報
告

第
二
輯

�
文
部
省

�
昭
和
１０
�
３
�
３０

１３２

天
然
紀
念
物
調
査
報
告

植
物
之
部

第
十
五
輯

�
文
部
省

�
昭
和
１０
�
３
�
３０

１３３

明
治
天
皇
聖
蹟

史
蹟
調
査
報
告

第
八
輯
（
２１６
―
２
）

�
文
部
省

�
昭
和
１０
�
３
�
３０

１３４

天
然
紀
念
物
調
査
報
告

植
物
之
部

第
十
六
輯

�
文
部
省

�
昭
和
１１
�
３
�
３０

１３５

昭
和
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
告

�
朝
鮮
古
蹟
研
究
会

�
昭
和
１５
�
６

�
「
贈
呈
」
の
札
あ
り
。

１３６

国
史
館
参
考
施
設
調
査
復
命
書
（
２２４
―
２
）

１３７

維
新
政
府
各
省
市
県
宣
伝
会
議
報
告
書
（
２２２
―
３
）

�
維
新
政
府
各
省
市
県
宣
伝
会
議
秘
書
処

�
維
新
政
府
行
政
院
宣
伝
局

�
中
華
民
国
２８
�
１１

�
華
文
タ
イ
プ
。
２
冊
あ
り
。

▼
目
録
・
索
引

１３８

印
刷
文
化
展
覧
会

歴
史
的
参
考
陳
列
目
録
（
４８
―
１１
）

�
印
刷
文
化
展
覧
会

�
印
刷
文
化
展
覧
会
協
賛
会

�
大
正
１１
�

３
�
１

�
「
黒
板
所
蔵
」「
黒
板
蔵
」
の
印
。

１３９

恩
賜
京
都
博
物
館
美
術
品
目
録

絵
画
之
部
其
三
（
支
那
絵
画
）（
２２２
―

２２
）

�
恩
賜
京
都
博
物
館

�
大
正
１５
�
３
�
１５

１４０

第
四
回
史
料
展
覧
会
出
品
目
録
（
４８
―
１３
）

�
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館

�
大
正
６
�
６
�
１

１４１

雑
誌
索
引

第
二
巻
（
第
二
十
四
回
）（
５５
―
１
）

�
下
戸
前
繁
松

�
『
雑
誌
索
引
』
発
行
所

�
昭
和
７
�
６
�
２２
�

�
わ
こ
〜
を
く

１４２

東
京
帝
国
大
学
和
漢
図
書
目
録

増
加
第
一

総
記
及
雑
載
（
５５
―
５
）

�
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

�
昭
和
１３
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１４３

東
京
帝
国
大
学
和
漢
図
書
目
録

増
加
第
一

哲
学
・
宗
教
・
教
育
（
５５

―
７
）

�
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

�
昭
和
１３

１４４

東
京
帝
国
大
学
和
漢
図
書
目
録

追
加
第
一

歴
史
・
伝
記
・
地
理
（
５５

―
１０
）

�
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

�
昭
和
１３

１４５

東
京
帝
国
大
学
和
漢
図
書
目
録

増
加
第
一

語
学
・
文
学
・
芸
術
（
５５

―
６
）

�
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

�
昭
和
１３

１４６

東
京
帝
国
大
学
洋
書
目
録

増
加
第
一

昭
和
十
、
十
一
年

�
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

�
昭
和
１３

１４７

東
京
帝
国
大
学
洋
書
目
録

増
加
第
二

昭
和
十
一
、
十
二
年
（
５５
―

２
）

�
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

�
昭
和
１４

１４８

東
京
帝
国
大
学
洋
書
目
録

増
加
第
三

昭
和
十
三
年

�
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

�
昭
和
１６

▼
和
本

１４９
諸
国
廃
城
考

上
（
自
巻
六
至
巻
二
十
五
）（
２１６
―
４
）

�
写
本
。

▼
洋
書

１５０

B
iographie

de
Son
E
xcellence

Iw
akoura

T
om
om
i

（
２２５
―
１３
）

�L
eon

V
an
de
P
older

�Im
prim

erie
de
S.
Salabelle

Y
O
K
O
-

H
A
M
A

�1885

１５１

P
re-W

ar
D
iplom

acy
T
he
R
usso-Japanese

P
roblem

�J.J.K
orostovetz

�B
ritish

P
eriodicallim

ited
L
O
N
D
O
N

�1920

１５２

H
istory

of
Japan

vol.1
C
om
piled

from
the
R
ecords

of
E
nglish

E
ast
India

C
om
pany

（237

―3

）

�P
eter

P
raff

�J.L
.T
hom
pson

&
C
o.K
O
B
E

�1931

�
原
著

は
１８２２
年
。

１５３

表
題
不
明
（247

―25

）

�
独
文

▼
そ
の
他

１５４

二
十
万
分
一
帝
国
図

大
分
（
４８
―
１０
）

�
陸
地
測
量
部

�
昭
和
４
�
３
�
３０

１５５

東
京
帝
国
大
学
概
要

昭
和
十
五
年
度
（
２２５
―
７
）

�
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

Ｃ

国
史
研
究
室
等
所
蔵
本

▼
国
史
研
究
室
図
書

１５６

百
済
王
三
松
氏
系
図
（
４７
―
１５
）

�
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
９３
」
ラ
ベ
ル
、「
寄
贈
大
正
十
四
年

二
月
十
八
日

黒
板
勝
美
氏
」「
黒
板
蔵
」
の
印
あ
り
。

１５７

伊
勢
国
司
源
顕
能
伝
略
（
４７
―
１１
）

�
北
畠
神
社

�
大
正
４
�
１
�
１

�
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究

室
図
書
９４
」
ラ
ベ
ル
、「
寄
贈
大
正
十
四
年
二
月
十
八
日

黒
板
勝
美

氏
」「
黒
板
蔵
」
の
印
あ
り
。

１５８

南
浦
文
之
和
尚
（
成
簣
堂
叢
書
第
十
一
編
別
冊
）（
４７
―
１４
）

�
成
簣
堂

�
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
９５
」
ラ
ベ
ル
、

「
寄
贈
大
正
十
四
年
二
月
十
八
日

黒
板
勝
美
氏
」「
黒
板
蔵
」
の
印
あ
り
。
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１５９

義
公
行
実

全
（
４７
―
９
）

�
「
三
宅
氏
蔵
書
」「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
９６
」
の
ラ
ベ
ル
あ

り
。

�
「
義
公
行
実
」
は
安
積
澹
泊
著
、
元
禄
１４
年
成
立
。『
国
書
総

目
録
』
に
写
本
が
東
大
（
一
冊
）（「
水
戸
義
公
行
実
」
二
部
）
と
あ
り
。

１６０

烈
公
行
実
（
４７
―
１０
）

�
「
三
宅
氏
蔵
書
」「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
９７
」
の
ラ
ベ
ル
あ

り
。

�
烈
公
の
絵
葉
書
及
び
摘
録
数
葉
を
挟
む
。「
烈
公
行
実
」
は
会

沢
安
の
著
、
文
久
元
年
成
立
。『
国
書
総
目
録
』
に
版
本
が
東
大
に
あ
る

と
い
う
。

１６１

岡
田
寒
泉
家
譜
（
４７
―
１３
）

�
「
三
宅
氏
蔵
書
」「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
９８
」
ラ
ベ
ル
あ
り
。

�
『
寛
政
重
修
譜
』
巻
３２６
よ
り
「
岡
田
氏
譜
」、
斎
藤
宗
志
郎
稿
「
岡
田
寒

泉
先
生
ニ
関
ス
ル
調
査
資
料
ノ
壱
」「
岡
田
寒
泉
先
生
ニ
関
ス
ル
調
査
資

料
ノ
二
」
に
よ
り
構
成
。

１６２

醍
醐
寺
什
宝
品
目

第
一
輯
之
下
（
４７
―
１２
）

�
玉
園
快
応

�
醍
醐
寺
保
存
会

�
明
治
２９
�
５
�
１７

�
「
東

京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
１２８
」
ラ
ベ
ル
、「
寄
贈
大
正
十
四
年
二
月

十
八
日

黒
板
勝
美
氏
」

１６３

徴
雲
館
蒐
粋
（
４７
―
１６
）

�
真
伯
観
善

�
清
浄
心
院

�
大
正
１２
�
５
�
２０

�
「
東
京

帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
１８４
」
ラ
ベ
ル

１６４

東
大
寺
南
大
門
及
昭
和
大
修
理
要
録
（
１０２
―
１８
）

�
東
大
寺
南
大
門
修
理
工
事
事
務
所

�
昭
和
５
�
４
�
２９

�
「
東

京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
１９２
」
ラ
ベ
ル
、「
寄
贈
昭
和
五
年
六
月
拾

九
日

奈
良
県
」「
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
」
印
。

１６５

楓
官
餘
光
（
４８
―
９
）

�
碓
井
小
三
郎

�
報
徳
会

�
大
正
１２
�
３
�
１９

�
「
東
京

帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
１９６
」
ラ
ベ
ル
、「
黒
板
蔵
」「
寄
贈
大
正
十
四

年
二
月
十
八
日

黒
板
勝
美
氏
」
の
印
。

１６６

桂
公
園
記
（
４８
―
５
）

�
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
２００
」
ラ
ベ
ル
、「
黒
板
蔵
」
印
。

１６７

荘
内
史
料
写
真
帖

第
三
号

城
輪
柵
特
輯
（
４８
―
７
）

�
大
滝
徳
蔵

�
昭
和
６
�
１２
�
５

�
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究

室
図
書
２００
」
ラ
ベ
ル
、「
進
呈
」

１６８

東
京
帝
室
博
物
館
歴
史
部
第
一
区
列
品

金
石
文
目
録
（
２５１
―
６
）

�
東
京
帝
室
博
物
館

�
大
正
１０
�
１１
�
１０

�
「
国
史
研
究
室
図
書

２７１
」

１６９

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
規
（
４８
―
１８
―
Ｂ
）

�
文
部
省

�
昭
和
７
�
１０

�
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
」
の

印
あ
り
。

１７０

博
物
館
陳
列
品
図
鑑

第
四
輯
（
４７
―
７
）

�
朝
鮮
総
督
府
博
物
館

�
「
寄
贈

昭
和
八
年
参
月
四
日

発
行
所
」

「
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
」
印
、「
国
史
研
究
室
図
書
」
ラ
ベ
ル

１７１

史
学
会
会
員
名
簿
（
４８
―
１５
Ｂ
）

�
『
史
学
雑
誌
』
四
十
四
巻
十
二
号
付
録

�
「
国
史
学
研
究
室
」
の
印

あ
り
。

�
傍
線
住
所
訂
正
等
あ
り
。

１７２

日
本
古
版
地
図
集
成
（
４６
―
６
）

�
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
図
書
」
の
ラ
ベ
ル
あ
り
。

１７３

Japan
und
sein

B
em
ohner

（
４８
―
３
）

�W
ilhelm

B
eine

�L
eipzig

G
erm
ann

�
１８６０
年

�
「
今
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井
」「
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
」
の
印
、「
国
史
学

１

洋
２
」
の
ラ
ベ

ル
あ
り
。

１７４

表
題
不
詳
（
４８
―
２１
）

�
「
国
史
学

７

１９４
」
の
ラ
ベ
ル
あ
り
。

�
独
文
。
表
紙
よ
り
１６０

ペ
ー
ジ
分
欠
。

▼
史
学
会

１７５

博
物
館
陳
列
品
図
鑑

第
三
輯
（
４７
―
６
）

�
朝
鮮
総
督
府
博
物
館

�
「
史
学
会
」
印

�
昭
和
７
年
発
行
か
？

１７６

相
模
国
府
阯
推
定
図
（
４７
―
１７
）

�
石
原
瑛

�
昭
和
９
�
１
�
５

�
「
史
学
会
」
印
あ
り
。

�
「
相
模
（
大
住
・
余
綾
）
国
府
阯
考
」
及
び
「
相
模
国
府
阯
研
究
」
の
附

図
。
地
図
三
枚
。

１７７

普
成
専
門
学
校
一
覧

昭
和
十
一
年
度
（
４８
―
１８
）

�
「
史
学
会
」
印
あ
り
。

１７８

満
洲
地
方
志
綜
合
目
録
（
満
洲
学
叢
刊

第
二
冊
）

�
植
野
武
雄

�
満
鉄
・
奉
天
図
書
館

�
昭
和
１４
�
２
�
２５

�
「
史
学
会
」
印

１７９

台
湾
始
政
と
京
都
（
４８
―
１９
）

�
水
尾
徹
雄

�
京
都
台
湾
会

�
昭
和
１６
�
１０
�
１

�
「
史
学

研
究
室
別
室
６３４
０１２５
」
の
ラ
ベ
ル
上
に
「
史
学
会
印
」
を
押
す
。

１８０

哲
学
会
会
員
名
簿

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
現
在

�
「
史
学
会
印
」

１８１

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
（
４８
―
１８
―
Ｇ
）

�
東
京
府

�
「
史
学
会
印
」

１８２

重
野
先
生
追
頌
記
念
展
覧
会
出
品
目
録
（
４８
―
２０
）

�
三
州
倶
楽
部
講
演
部
、
薩
藩
史
研
究
会

�
「
史
学
会
」
印

１８３

国
民
精
神
文
化

第
四
巻

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１３
�
５
�
〜
１１

�
各
冊
に
「
史

学
会
」
印
あ
り
。

�
一
号
か
ら
四
号
の
合
本
。

１８４

国
民
精
神
文
化

第
五
巻

上
（
２２７
―
１
―
４
）

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１４

�
各
冊
に
「
史
学
会
」
印
あ

り
。
製
本
し
た
扉
に
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
研
究
室
」
印
。

�
一

号
か
ら
六
号
の
合
本
。

１８５

国
民
精
神
文
化

第
五
巻

下

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１４

�
各
冊
に
「
史
学
会
」
印
あ

り
。
製
本
し
た
扉
に
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
研
究
室
」
印
。

�
七

号
か
ら
十
二
号
の
合
本
。

１８６

国
民
精
神
文
化

第
六
巻

上

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１５

�
各
冊
に
「
史
学
会
」
印
あ

り
。
製
本
し
た
扉
に
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
研
究
室
」
印
。

�
一

号
か
ら
六
号
の
合
本
。

１８７

国
民
精
神
文
化

第
六
巻

下

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１５

�
各
冊
に
「
史
学
会
」
印
あ

り
。
製
本
し
た
扉
に
「
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
研
究
室
」
印
。

�
七

号
か
ら
十
二
号
の
合
本
。

１８８

国
民
精
神
文
化

第
七
巻

昭
和
十
六
年

�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１６

�
各
冊
に
「
史
学
会
」
印
あ

り
。

�
一
号
か
ら
十
号
の
合
本
。

１８９

国
民
精
神
文
化

第
八
巻

昭
和
十
七
年
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�
国
民
精
神
文
化
研
究
所

�
昭
和
１７

�
一
号
か
ら
十
一
号
の
合
本
。

表
紙
を
抜
い
て
製
本
。
１８３
〜
１８６
は
雑
誌
各
冊
は
史
学
会
、
合
本
後
は
国
史

学
研
究
室
の
所
蔵
と
な
っ
た
が
如
く
で
あ
る
が
、
一
応
こ
こ
に
配
す
。

▼
学
生
文
庫

１９０

落
成
紀
念

第
二
高
等
学
校
（
２４７
―
９
）

�
大
正
１５
�
１０
�
８

�
「
学
生
文
庫
」
印
あ
り
。

１９１

史
学
会
会
員
名
簿

昭
和
八
年
十
一
月
現
在
（
４８
―
１５
Ａ
）

�
「
学
生
文
庫
」
印
あ
り
、「
故
川
喜
多
太
郎
君
遺
贈
」

�
『
史
学
雑

誌
』
四
四
巻
一
二
号
の
付
録
。

１９２

岡
屋
関
白
記
（
４７
―
８
）

�
「
学
生
文
庫
」
印
あ
り
。

�
写
本
。
近
衛
兼
経
の
著
。『
国
書
総
目

録
』
に
は
東
大
蔵
の
写
本
は
記
載
な
し
。

▼
史
学
研
究
室
別
室

１９３

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
規
（
４８
―
１８
―
Ａ
）

�
「
史
学
研
究
室
別
室
１
―
８１３
」
の
ラ
ベ
ル
。

１９４

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
規
（
４８
―
１８
―
Ｃ
）

�
内
務
省

�
「
史
学
研
究
室
別
室
１
―
８２６
」
の
ラ
ベ
ル
。

１９５

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
（
４８
―
１８
―
Ｆ
）

�
「
黒
板
蔵
」「
黒
板
所
蔵
」
印
の
上
に
「
史
学
研
究
室
別
室
８３７
」
の
ラ
ベ

ル
。
パ
ン
チ
穴
二
ヵ
所
あ
り
。

１９６

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
要
目
略
解
（
４８
―
１８
―
Ｈ
）

�
埼
玉
県
内
務
部

�
大
正
１０
�
７
�
２５

�
「
黒
板
蔵
」
印
の
上
に

「
史
学
研
究
室
別
室
８３４
」
の
ラ
ベ
ル
。

１９７

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
要
目
解
説
（
４８
―
１８
―
Ｉ
）

�
佐
賀
県

�
大
正
１１
�
５
�
３０

�
「
史
学
研
究
室
別
室
１
―
８１２
」

の
ラ
ベ
ル
。

�
整
理
番
号
４８
―
１８
は
一
括
し
て
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
規

内

務
省
／
文
部
省
／
府
県
」
と
題
す
。

▼
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
蔵
書

１９８

文
献
索
隠

第
一
年
度
合
冊
（
２５０
―
９
）

�
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム

�
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム

�
昭
和
１１
�
４
�
１

�
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
」
印
。

１９９

M
onum

enta
P
alaeographica

V
indobonensia

（
５２
―
１
―
１
）

�K
arl.
W
.
H
iersenann

L
E
IP
Z
IG

�
１９１０
年

�
「
東
京
帝
国
大

学
図
書
館
」
の
印
あ
り
。

２００

M
onum

enta
P
alaeographica

V
indobonensia

（
５２
―
１
―
２
）

�
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
」
の
印
あ
り
。

２０１

五
万
分
の
一
地
形
図

甲
府
四
号

山
中
湖
（
４８
―
６
）

�
陸
地
測
量
部

�
明
治
３２
�
２
�
２８

�
「
海
軍
図
書
之
印
」「
東

京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

大
正
三
年
五
月
十
日
」

▼
そ
の
他

２０２

筑
紫
史
壇

第
一
集
〜
第
六
十
一
集

�
筑
紫
史
壇

�
大
正
４
�
２
�
２０
〜
昭
和
９
�
４
�
３０

�
一
括

し
て
「
東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
」
の
札
を
付
す
。

２０３

長
崎
出
島
紅
毛
船
輸
入
品
目
及
入
札
買
高
大
宝
恵
（
４７
―
３
）

�
「
文
学
部
後
援
会
寄
贈
」
の
ラ
ベ
ル
あ
り
。

�
和
装
、
帙
あ
り
。

２０４

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
規
（
４８
―
１８
―
Ｅ
）

�
内
務
省

�
整
理
番
号
４８
―
１８
は
一
括
さ
れ
て
い
る
の
で
他
と
同
様
に

Ｃ
類
に
収
め
る
。
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�

書
籍
以
外
の
資
料

Ａ

原
稿

ａ
『
楽
翁
公
伝
』
草
稿
。

ｂ

大
日
本
文
庫
版
『
続
日
本
紀
』
原
稿

Ｂ

学
生
文
集

ａ
『
史
園
』
第
一
緝
（
上
）（
４２
―
５
）

昭
和
二
年
の
文
集

ｂ
『
修
学
旅
行
記
』

昭
和
十
三
年
度

国
史
学
科
水
戸
方
面
旅
行
記
（
２１
―
１
）

昭
和
十
四
年
度

水
戸
地
方
修
学
旅
行
記

国
史
学
科
一
年
（
４２
―
３
）

水
戸
修
学
旅
行
研
究
報
告

昭
和
十
五
年
度
（
Ｍ
２
）

昭
和
十
六
年
度

水
戸
方
面
修
学
旅
行
記
（
２０
―
１
）

Ｃ

史
料
集

『
菊
池
勤
王
史
料
』

武
重
公
伝

（
２２８
―
２
）

元
弘
三
年
〜
延
元
三
年

武
士
公
伝

（
２２８
―
５
）

延
元
四
年
〜
興
国
五
年

武
光
公
伝
（
一
）（
２２７
―
１
―
１
―
ａ
）

興
国
五
年
〜
正
平
二
年

武
光
公
伝
（
二
）（
２２７
―
１
―
１
―
ｂ
）

正
平
三
年
〜
四
年

武
光
公
伝
（
三
）（
２２８
―
１
―
１
―
ｃ
）

正
平
五
年
〜
十
一
年

武
光
公
伝
（
四
）（
２２８
―
１
―
１
―
ｄ
）

正
平
十
二
年
〜
十
七
年

武
光
公
伝
（
五
）（
２３４
―
２
）

正
平
十
八
年
〜
文
中
元
年

武
政
公
伝

（
２２８
―
６
）

文
中
元
年
〜
三
年

武
朝
公
伝
（
一
）（
２３４
―
３
）

文
中
三
年
〜
天
授
二
年

武
朝
公
伝
（
二
）（
２２７
―
１
―
２
）

天
授
三
年
〜
明
応
四
年

武
朝
公
伝
（
三
）（
２２８
―
３
―
１
）

応
永
元
年
〜
十
四
年

武
朝
公
伝
附
録
（
武
敏
公
）（
２２８
―
３
附
）

延
元
元
年

兼
朝
公
伝

（
２２８
―
４
）

応
永
十
四
年
〜
三
十
二
年

持
朝
公
伝

（
２２７
―
１
―
３
）

応
永
三
十
二
年
〜
文
安
三

年

為
邦
公
伝

文
安
三
年

重
朝
公
伝
（
一
）（
２３４
―
６
）

文
正
元
年
〜
文
明
三
年

重
朝
公
伝
（
二
）（
２３４
―
７
）

文
明
四
年
〜
十
年

重
朝
公
伝
（
三
）（
２２７
―
１
―
９
）

文
明
十
二
年
〜
明
応
二
年

能
運
公
伝

（
２３４
―
４
）

明
応
二
年
〜
永
正
元
年

政
隆
公
伝

永
正
二
年
〜
六
年

武
包
公
伝

（
２３４
―
５
）

永
正
七
年
〜
天
文
元
年

附
録
（
義
武
一
）（
２３４
―
８
）

大
永
二
年
〜
天
文
十
年

附
録
（
義
武
二
）（
２２８
―
８
）

天
文
十
二
年
〜
二
十
三
年

Ｄ

カ
ー
ド

平
泉
氏
カ
ー
ド

『
建
武
中
興
忠
臣
調
』（
箱
３
つ
に
収
む
）

本
カ
ー
ド

５６５
枚

整
理
分

１０２４
枚

除
去
分

４１５
枚

Ｅ

写
真舩

津
一
（
１８
―
１
）

金
海
五
（
１８
―
２
）

順
天
一
（
１８
―
３１
）

忠
州

郡
庁
庭
内
安
置
海
天
寺
弘
法
大
禅
師
実
相
塔
（
８
―
４
）

松
島
海
岸
通

・
集
合
写
真
（
昭
和
２
年
６
月
２６
日
興
福
寺
東
金
堂
前
集
合
写
真
を
挟
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む
）（
１８
―
５
）

亀
浦
一
（
１８
―
６
）

黄
海
道
鳳
山
郡
砂
里
院
古
墳
発

見
帯
方
太
守
張
撫
夷
磚
（
１８
―
７
）

同
（
１８
―
８
）

河
東
一
（
１８
―

９
）

磚
？
（
１８
―
１０
）

順
天
二
（
１８
―
１１
）
舩
津
三
（
１８
―
１２
）

順

天
四
（
１８
―
１３
）

河
東
十
七
（
１８
―
１４
）

磚
？
（
１８
―
１５
）

海
天
寺

弘
法
大
禅
師
実
相
塔
・
鉄
仏
（
５１
―
２
）

松
島
海
岸
通
集
合
写
真
（
２２２

―
１４
）

Ｆ

卒
業
論
文
な
ど

ａ

磯
部
康
吉

新
撰
姓
氏
録
ナ
ル
気
入
彦
命
ノ
伝
説
ニ
就
テ
ノ
研
究
（
４０
―

１
―
１
）

著
者
は
明
治
４４
年
国
史
学
専
修
科
入
学

ｂ

楠
田
覚
真

本
願
寺
覚
如
を
中
心
と
し
た
る
鎌
倉
後
期
及
南
北
朝
前
期
之

真
宗

上
下
（
４０
―
１
―
２

４０
―
１
―
３
）

著
者
は
大
正
８
年
国
史
学
選
科
入
学

以
上
は
金
子
広
太
郎
の
卒
業
論
文
（
戦
後
）
と
と
も
に
箱
に
入
れ
た
り
。

Ｇ

そ
の
他

ａ

書
簡

福
岡
市
荒
戸
町
二
五

木
下
瀬
太
郎

ｂ

山
本
三
千
雄

小
楠
公
の
研
究
（
一
）

著
者
は
京
都
市
右
京
区
西
院
巽
町
３６
。「
□
収

１４
�
５
�
３

N
o

２０
」
の
印
あ
り
。
原
稿
４３
枚
を
綴
じ
た
も
の
。

（
二
）
戦
後
の
資
料

�

戦
後
刊
行
の
書
籍

▼
単
行
本

１

公
卿
補
任

第
四
編

新
訂
増
補
国
史
大
系
（
２３１
―
１９
）

�
吉
川
弘
文
館

�
昭
和
２０
�
１１
�
１５

２

続
日
本
紀

新
訂
増
補
国
史
大
系
（
２３８
―
６
）

�
吉
川
弘
文
館

�
昭
和
２３
�
２
�
２５

３

ヘ
ー
ゲ
ル
全
集

第
１１
巻

哲
学
史
上
巻
（
２２２
―
１０
）

�
武
市
健
人
・
訳

�
昭
和
２４
�
１１
�
１８

４

民
生
学
論
体
系

第
一
巻

人
生
学
論
（
２５１
―
４
―
１
）

�
岡
本
普
意
識

�
民
生
館

�
昭
和
２６
�
５
�
２０

５

民
生
学
論
体
系

第
二
巻

生
活
学
論
（
２５１
―
４
―
２
）

�
岡
本
普
意
識

�
民
生
館

�
昭
和
２６
�
５
�
２０

６

概
説
日
本
歴
史

下
（
２４４
―
１６
）

�
豊
田
武

�
昭
和
２６
�
６
�
１０

�
「
東
京
都
豊
島
区
立
長
崎
中
学

校
印
」「
昭
和
二
十
六
年
度
入
学
生
寄
贈
」
の
印
あ
り
。

７

図
説
日
本
歴
史
年
表
（
２３７
―
４
）

�
日
本
歴
史
教
育
研
究
会

�
森
北
出
版

�
昭
和
２４
�
３
�
１

�
２３１
―
１６
も
同
じ

８

明
代
満
蒙
史
料

李
朝
実
録
抄
第
一
冊
（
２４６
―
１
―
１
）

�
東
京
大
学
文
学
部

�
昭
和
２９
�
３
�
２５

９

明
代
満
蒙
史
料

李
朝
実
録
抄
第
三
冊
（
２４６
―
１
―
２
）

�
東
京
大
学
文
学
部

�
昭
和
２９
�
３
�
２５

１０

明
代
満
蒙
史
料

李
朝
実
録
抄
第
四
冊
（
２４６
―
１
―
３
）

�
東
京
大
学
文
学
部

�
昭
和
２９
�
１１
�
３０

１１

明
代
満
蒙
史
料

李
朝
実
録
抄
第
六
冊
（
２４６
―
１
―
４
）

�
東
京
大
学
文
学
部

�
昭
和
３０
�
３
�
３１
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１２

金
光
大
神

総
索
引
・
注
釈
・
人
物
志
・
年
表
（
２５１
―
１１
）

�
金
光
教
本
部
教
庁

�
金
光
教
本
部
教
庁

�
昭
和
３０
�
３
�
２２

１３

新
編
世
界
史
（
２４４
―
９
）

�
大
類
伸
・
吉
岡
力

�
好
学
社

�
昭
和
３１
�
１
�
１０

�
高
等

学
校
教
科
書

１４

新
編
世
界
史
教
授
資
料
（
２４４
―
１０
）

�
昭
和
３１
�
１
�
１０

１５

日
本
史
〈
史
料
練
習
〉（
２２２
―
１１
）

�
井
上
光
貞
・
藤
木
邦
彦

�
東
京
大
学
出
版
会

�
１９５６
�
９
�
２５
�

�
「
謹
呈

著
者
」
の
札
あ
り
。

１６

日
本
風
俗
史
（
上
）（
２２２
―
１２
）

�
和
歌
森
太
郎

�
有
斐
閣

�
昭
和
３１
�
１０
�
１５

１７

近
世
史
料
抄
影

第
一

（
４６
―
４
―
１
）

�
近
世
史
料
研
究
会

�
近
世
史
料
研
究
会

�
昭
和
３２
�
３
�
１

１８

近
世
史
料
抄
影

第
三

（
４６
―
４
―
２
）

�
近
世
史
料
研
究
会

�
近
世
史
料
研
究
会

�
昭
和
３３
�
１２
�
１

１９

中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
２２２
―
１３
）

�
大
蔵
省
印
刷
局

�
昭
和
３３
�
１２
�
１０

２０

伊
藤
常
足
翁
顕
彰
録
（
２２２
―
７
）

�
伊
藤
常
足
翁
顕
彰
百
年
祭
実
施
委
員
会
顕
彰
録
編
輯
委
員

�
福
岡
県

教
育
委
員
会
・
鞍
手
町
教
育
委
員
会
・
伊
藤
常
足
翁
関
係
文
化
財
保
存
会

�
昭
和
３５
�
１１
�
１９

２１

大
阪
の
町
奉
行
と
裁
判
（
２３７
―
２
）

�
春
原
源
太
郎

�
富
山
房

�
１９６２
�
１０
�
１５

２２

世
界
の
母
国
（
２２２
―
２１
）

�
上
原
清
雲

�
皇
祖
皇
太
神
宮
奉
賛
会
東
海
支
部

�
昭
和
３７
�

１
�
１

�
「
東
京
大
学
文
学
部
史
料
調
査
研
究
教
授
会
」
あ
て
の
手

紙
（
昭
和
３６
�
１１
�
９
付
）
あ
り
。

２３

日
本
古
代
史
私
考

弥
生
式
土
器
時
代
よ
り
大
化
改
新
（
２３７
―
５
）

�
清
水
寛
次
郎

�
清
水
寛
次
郎

�
昭
和
３９
�
７
�
１０

�
「
乞

御
批
評
」
の
箋
あ
り
。

２４

京
都
市
上
賀
茂
賀
茂
別
雷
神
社
社
家

賀
茂
県
主
同
族
知
新
録
（
４７
―

５
）

�
賀
茂
氏
系
図
保
存
会
東
京
分
室

藤
木
顕
文

�
昭
和
３９
�
１１

�

「
東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
」「
６５
�
２
�
１５
」

２５

黒
船
陣
中
日
記

附
次
郎
長
外
伝
（
２３７
―
１
）

�
野
沢
広
行

�
戸
田
書
店

�
昭
和
４１
�
１
�
１

２６

井
上
哲
次
郎
自
伝
（
２４７
―
２３
）

�
富
山
房

�
昭
和
４８
�
１２
�
２

２７

植
木
枝
盛
家
族
制
度
論
集
補
遺
（
１０２
―
５
）

�
外
崎
光
広

�
高
知
市
民
図
書
館

２８

横
浜
為
替
会
社
日
締
帳
・
横
浜
為
替
会
社
身
元
金
等
日
報

�
横
浜
市
史
第
三
巻
上

付
録
、
２
冊
あ
り
。

▼
雑
誌
・
抜
刷

２９

清
代
の
緑
旗
兵

�
楢
木
野
宣

�
１９５３
年

�
「
史
学
会
」
印
あ
り
。

�
『
群
馬
大
学

紀
要

人
文
』
二
巻
三
号
の
抜
刷
。

３０

歴
史
学
か
ら
社
会
科
へ
（
１０２
―
７
ａ

ｂ
）

�
酒
井
忠
雄

�
昭
和
３０
�
３

�
「
国
史
研
究
室

３０
�
６
�
１６
」

の
印
あ
り
。

�
『
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
』
昭
和
２９
年
度
の
抜
刷
。
２
部
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あ
り
。

３１

我
が
国
に
お
け
る
文
字
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
に
つ
い
て
（
１０

２
―
２
）

�
木
森
重
樹

�
昭
和
３１
�
３

�
「
東
京
大
学
文
学
部
国
史
研
究

室
」
印
あ
り
。

�
『
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
』
第
４
号
（
昭
和
３０
年
度
）

の
抜
刷
。

３２

松
本
城

�
新
建
築
社

�
１９５７
�
７

�
「
史
学
会
印
」「
３２
�
１０
�
１９
」
あ
り
。

�
『
新
建
築
』
３２
巻
９
号
の
抜
刷
。

３３

武
蔵
大
学
論
集

第
５
集
（
１０２
―
９
）

�
昭
和
３２
�
１０
�
１５

�
英
文

３４

千
代
田
区
町
名
変
遷
表

�
千
代
田
区
史
編
纂
室

�
東
京
都
千
代
田
区
役
所

�
昭
和
３３
�
２

�
「
史
学
会
印
」「
３３
�
３
�
１８
」
あ
り
。

�
『
千
代
田
区
史
資
料
第

二
輯
』

３５

宋
元
時
代
州
県
学
産
攷
（
一
）（
１０２
―
１２
）

�
福
沢
与
九
郎

�
「
史
学
会
印
」「
３４
�
４
�
１３
」

�
『
福
岡
学
芸

大
学
紀
要
』
第
八
号
の
抜
刷

３６

唐
代
憲
宗
朝
の
宦
官
に
つ
い
て
（
１０２
―
８
）

�
福
沢
宗
吉

�
昭
和
３３
�
３
�
１０

�
「
史
学
会
印
」「
３４
�
４
�

１３
」

�
『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
号
の
抜
刷
。

３７

近
世
東
亜
交
渉
史
の
一
前
景
（
１０２
―
１５
）

�
石
原
道
博

�
１９５８
�
２

�
「
史
学
会
」
印
、「
３４
�
４
�
１３
」
あ

り
。

�
『
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
』
第
八
号
の
抜
刷
。

３８

近
世
の
変
様
式
城
下
町
に
関
す
る
研
究
（
１０２
―
６
）

�
松
本
豊
寿

�
「
史
学
会
印
」「
３４
�
７
�
１５
」

�
『
地
理
評
論
』

３２
巻
４
号
の
抜
刷
。

３９

近
世
城
下
町
の
変
質
（
１０２
―
１６
―
２
）

�
松
本
豊
寿

�
「
史
学
会
」
１９６２
�
６
�
２６

４０

近
世
城
下
町
の
都
市
域
構
造
（
１０２
―
１６
―
１
）

�
松
本
豊
寿

�
「
史
学
会
」
１９６２
�
６
�
２６

４１

太
陽
崇
拝
管
見
（
１０２
―
４
）

�
糸
満
盛
満

�
１９６２
�
１１

�
『
京
都
女
子
高
等
学
校
中
学
校
研
究
紀

要
』
第
八
号
の
抜
刷

４２

林
業
労
働
組
織
の
体
系
化
に
関
す
る
研
究
（
６５
―
８
）

�
林
野
庁

�
１９６６
�
１１

�
「
史
学
会
印
」
あ
り
。「F

E
B
.9.1967

」

�
林
業
経
営
研
究
所
研
究
報
告

４３

聖
武
天
皇
と
大
仏
造
立

�
杉
山
二
郎

�
昭
和
４３
�
３
�
３０

�
「
史
学
会
」

�
『
古
美

術
』
２１
号
の
抜
刷
。

４４

桜
田
欽
斎
と
大
槻
平
泉

�
平
重
道

�
「
史
学
会
」「
１９６８
�
７
�
２９
」

�
『
東
北
大
学
付
属
中

学
校
紀
要
』
第
２
集
の
抜
刷
。

４５

IN
T
ISA
R
I
vol.
N
o
3

（102

―13

）

▼
目
録

４６

第
十
六
回
史
料
展
覧
会
列
品
目
録
（
４８
―
１２
）

�
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

�
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
四
、
五
、
六
日

４７

広
島
大
学
寄
託
加
計
隅
屋
文
庫
目
録

第
一
巻
（
２３６
―
３
）

�
小
倉
豊
文

�
昭
和
３８
�
１１
�
３０

�
「
史
学
会
印
」「
１９６４
�
５
�

２２
」

�
広
島
大
学
図
書
館
よ
り
寄
贈
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４８

大
阪
府
文
化
財
図
説

彫
刻
編
３
（
４７
―
２
）

�
大
阪
府
教
育
委
員
会

�
昭
和
４０
�
３

�
「
国
史
学
研
究
室
」

「
６６
�
１
�
１０
」
の
印
あ
り
。

４９

展
観
入
札
目
録
（
２３８
―
７
）

�
三
都
古
典
連
合
会

�
昭
和
４１
�
５
�
１０

�

旧
制
大
学
院
・
旧
制
学
部
生
提
出
物

Ａ

旧
制
大
学
院
レ
ポ
ー
ト
（
一
括
し
て
「
平
」
の
札
を
付
す
、
受
領
年
月
日

順
）

２６
�
１
�
３１
�

今
井
庄
次

明
治
政
府
の
下
関
償
金
問
題
処
理
（
１１
―
２３
）

２６
�
９
�
２６
�

藤
本
吉
彦

初
期
キ
リ
シ
タ
ン
の
思
想
と
日
本
の
創
造
神
話

に
つ
い
て
の
一
考
察
（
１１
―
４
）

２７
�
４
�
１８
�

卜
部
生
忍

古
代
文
化
の
研
究
の
中

文
化
形
成
の
基
礎
と

混
入
の
過
程
に
関
す
る
考
察
二

海
上
航
路
に

関
す
る
篇
（
１１
―
１３
）

２７
�
４
�
１８
�

卜
部
生
忍

古
代
文
化
の
研
究
の
中

文
化
形
成
の
基
礎
と

混
入
の
過
程
に
関
す
る
考
察
一

神
祇
に
関
す

る
篇
（
１１
―
１４
）

２７
�
４
�
１８
�

宇
都
宮
勇

武
州
赤
尾
村
の
研
究
報
告
（
１１
―
４０
）

２７
�
７
�
３
�

石
田
尚
豊

続
日
本
紀
に
於
け
る
飢
災
史
料
の
研
究
（
１１
―

１６
）

２７
�
７
�
３
�

石
田
尚
豊

続
日
本
紀
に
於
け
る
飢
災
史
料
一
覧
表
（
１１
―

１７
）

２７
�
７
�
３
�

石
田
尚
豊

続
日
本
紀
社
会
飢
災
史
料
（
１１
―
１８
）

２７
�
７
�
３
�

一
橋
智
見

魏
志
倭
人
伝
の
解
釈
を
繞
る
二
、
三
の
問
題

（
１１
―
３６
）

２７
�
９
�
１９
�

藤
本
吉
彦

木
次
八
幡
宮
社
家
文
書
の
一
考
察
（
１１
―
５
）

２７
�
９
�
２４
�

宮
地
正
邦

吉
田
神
道
の
行
法
に
つ
い
て
（
１１
―
２２
）

２７
�
９
�
１７
�

永
山
盛
綱

日
本
芸
能
の
史
的
研
究
（
１１
―
３５
）

２８
�
１
�
１４
�

黒
板
伸
夫

藤
原
時
代
文
化
の
研
究
―
大
江
匡
衡
研
究
序
説

―
（
１１
―
３８
）

２８
�
１
�
１４
�

黒
板
伸
夫

藤
原
時
代
文
化
の
研
究
―
枕
草
子
研
究
序
説
―

（
１１
―
３９
）

２８
�
９
�
１６
�

相
良
広
明

明
治
時
代
の
国
民
思
想
の
一
考
察
（
１１
―
３７
）

２８
�
１
�
１４
�

加
納
勇
一

源
頼
朝
の
権
威
の
根
拠
（
１１
―
３１
）

２８
�
１
�
１４
�

加
納
勇
一

愚
管
抄
を
通
し
て
見
た
る
中
世
初
期
に
於
け
る

所
謂
「
道
理
」
の
一
つ
に
就
い
て
（
１１
―
３３
）

２８
�
９
�
１６
�

宮
島
秀
夫

研
究
過
程
の
概
要
（
１１
―
３０
）

２９
�
１
�
２７
�

中
野
奠
夫

大
学
院
レ
ポ
ー
ト
（
１１
―
４１
）

２９
�
５
�
１２
�

白
木
原
和
美

大
学
院
第
一
年
度
報
告
書

東
大
学
生
運
動

メ
モ
（
１１
―
２５
）

３０
�
１
�
９
�

百
瀬
今
朝
男

室
町
時
代
に
お
け
る
物
価
表

第
二
部
甲
斐

国
（
１１
―
７
）

３０
�
２
�
９
�

峯
村
秀
夫

宗
門
帳
か
ら
み
た
近
世
村
落
の
様
相
（
１１
―

１２
）

３０
�
３
�
２３
�

水
口
敏
之

明
治
初
期
の
農
政
（
１１
―
１０
）

３０
�
３
�
２３
�

平
岡
定
海

大
和
国
小
東
庄
の
成
立
に
つ
い
て
（
１１
―
１１
）

３０
�
５
�
１１
�

宇
部
宮
勇

大
洲
寛
延
文
化
騒
動
に
就
て
（
１１
―
８
）
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３０
�
５
�
１１
�

峯
村
秀
夫

慶
長
三
年
の
今
井
村
検
地
帳
に
関
す
る
考
察

（
１１
―
９
）

３０
�
６
�
８
�

五
味
克
夫

大
学
院
報
告
（
五
）

浦
の
形
成
と
変
遷
（
１１

―
１５
）

３０
�
６
�
８
�

五
味
克
夫

鎌
倉
御
家
人
の
番
役
勤
仕
に
つ
い
て
（
１１
―

２１
）

３０
�
１１
�
９
�

内
川
順
雅

室
町
時
代
諸
芸
能
の
発
達
の
社
会
的
意
義
（
１１

―
１
）

３０
�
１１
�
９
�

内
川
順
雅

風
土
記
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
１１
―
２
）

３０
�
１１
�
９
�

内
川
順
雅

中
世
儒
学
の
日
本
思
想
へ
の
寄
与
（
１１
―
２７
）

３０
�
１１
�
３０
�

佐
伯
有
清

宮
城
十
二
門
号
と
古
代
天
皇
近
侍
氏
族
（
１１
―

２８
）

３０
�
１１
�
３０
�

佐
伯
有
清

新
撰
姓
氏
録
に
関
す
る
戦
後
の
研
究
（
１１
―

２９
）

３１
�
２
�
１
�

成
田
瑞
穂

昭
和
二
八
年
度
旧
制
大
学
院
レ
ポ
ー
ト
（
１１
―

３２
）

３１
�
５
�
２３
�

峯
村
秀
夫

村
役
人
制
を
め
ぐ
る
村
内
抗
争
に
つ
い
て
（
１１

―
２４
）

？

宮
地
正
邦

吉
田
神
道
行
事
調
査
資
料

唯
一
神
道
大
護
摩

次
第
（
１１
―
２０
）

？

宮
地
正
邦

福
島
県
双
葉
郡
畿
世
橋
村
貴
布
祢
神
社
三
元
十

八
神
道
護
摩
行
事
次
第
（
１１
―
２６
）

Ｂ

学
部
生
レ
ポ
ー
ト
（
Ａ
と
一
括
）

立
川
修
治

律
令
体
制
形
成
期
に
於
け
る
仏
教
〔
学
部
２
年

生
〕（
１１
―
３４
）

西
広
整
輝

吾
妻
鏡
の
性
質
と
そ
の
史
料
的
価
値
〔
学
部
生

か
〕（
１１
―
３
）

三
浦
茂
一

異
本
水
鏡
（
前
田
家
本
）
と
流
布
本
水
鏡
（
専

修
寺
本
）
と
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
〔
学
部

生
か
〕（
１１
―
６
）

Ｃ

学
部
卒
業
論
文
（
大
正
期
の
専
科
生
卒
業
論
文
と
共
に
箱
に
い
れ
る
）

２６
�
１２
�
２５

金
子
彦
太
郎

有
島
武
郎
論
（
１１
―
１９
）

Ｄ

学
部
生
提
出
ノ
ー
ト
（
一
括
し
て
１２
）

峯
村
秀
夫

北
魏
時
代
史
、
中
央
ア
ジ
ア
ト
ル
コ
民
族
史

今
井

忠

北
魏
時
代
史
（
２
冊
）、
中
央
ア
ジ
ア
ト
ル
コ
民
族
史

中
島
素
郎

最
近
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
の
進
歩
、
中
央
ア
ジ
ア
ト

ル
コ
民
族
史

五
十
嵐
和
敏

北
魏
時
代
史
、
中
央
ア
ジ
ア
ト
ル
コ
民
族
史

杉
山
邦
衛

中
央
ア
ジ
ヤ
ト
ル
コ
民
族
史

立
川
修
治

中
央
ア
ジ
ヤ
ト
ル
コ
民
族
史

横
田
球
生

北
魏
時
代
史

阪
田
寛
夫

北
魏
時
代
史

長
倉

保

北
魏
時
代
史
、
中
央
ア
ジ
ア
ト
ル
コ
民
族
史

黒
岩
義
之

北
魏
時
代
史

細
島

泉

中
央
ア
ジ
ア
ト
ル
コ
民
族
史

浪
岡
洋
一

中
央
ア
ジ
ア
ト
ル
コ
民
族
史

某

西
洋
史
概
説
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